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1）1，「　機芽管の皮庸角皮穿入状態な示す（塗抹後25時間、四齢翼）

　　編基底膜　b・翼皮細胞　c・第ご角皮暦　d・第一角皮層　e・皮庸角皮最外層（Eosin赤染部）　f’白贋病薗

PI．　II・　漕食欝内膜中の菌継の先端に生ぜろi球状物（塗抹後40時間、二：齢翻）

　　a。溝食嘗皮膜細胞　b．浩食欝内膜’

PL　II工　絹緯腺内容物中の菌綜の俺嬬に生ぜう球状物（塗抹後40PNs問、二二齢翻）

　　a．絹縣腺内容物（絹質物）b．腺細胞　c．筋肉　　　　　　　　’　　　　　　・

P］・IV・　同上。球肌物の形状な示す

繭の解舒指數と解舒測定法

井上柳梧

堀久三郞

　　　　1．緒　　　　言

　繭の解箭の測定は製縣上には極めて重大なる事項であるが從來是れを決定すべき適當なる方法なか

りき、著者の二人は繭暦の溶解窒素量を測定して解野曲線を求め是れによりて解野の良否を決定せん

とする法を考案せり、然しながら此法疫るや操作禰複雑にして短蒔間にて解欝を決定せんとするには

不適當なり。

　著者等は繭麿の現はすピーxレット反鷹に就きて研究の結果ビ昌レヅト反慮の現出する色調と繭の解

野との聞に一定の關係ある事を畿見し是れによりて繭の解葡指数を求めて繭解葡を測定する法を考案

せり。
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　本論に於ては先づビaレット反慮に就きて探究し次いでセリシンの藩解度とU“　．Vット反慮との關

係に就きて實験し絡に解欝指数の決定及解衛指数と解討との關係に及べり。

2．　ビ歳レット反庶

　ビ。．レット反鷹（Biuret　Reaction）は蛋白質の現色反慮の一種であつて、蛋白質に苛性曹達と少量

の稀薄なる硫酸銅の溶液とを加へるときは所謂ビュレット反慮を呈しその色紫3ζは赤紫色を呈する。

　アルビュミンの水溶液に苛性ナトリゥム又はカリウム溶液の多量を加へ、然る後に数滴の稀薄なる硫

酸銅溶液を加ふるときは圃有のアルプ＝ミンは膏色乃至紫色を呈し、蛋白質分解域生物たるアルブモー

ゼ（Albumose）やペプトン（Peptolle）はバラ色を現はし、ヴィテリン（Vitelline）やヒストン（H｛stolle）

も亦この色を現はしてくる事が見出されたのは階分古V・事である。

　酉暦ユ800年にRose氏はアルtf　Lミンでこの反慮に關する研究をなして報告書を出し1857年には

Pietroski氏がこの反慮について更に詳細に研究したのである。

　これより先1849年Wiedmam1氏はピンク色を與へるtf　－xレット（Biuret）を見田したので、このと

きからBiuret　Reaetionと名付けられるに至つた、今日尚Biuret　Reac士ionが此の如き色をなすも

のであつて青紫色を現はすと選はその反応はどちらかと云へば陰性であると考へられるのもかうした

輿から起つ允事であらう。

　1889年Gnezda氏は銅のt－℃りre　nッケルポ～二の反慮に使用されるときにはアルビ・・ミンのtfthレ’E

ト反慮は黄色か叉は栓色を現はしてくる事を穫衰したのである。

　1893年Pickerh19はコバルトが銅よりも更に精密なる反慮を與へる事を見出したのである、然るに

鐡鞭マンガン亜鉛等を銅の代りに用ひたるときに起る反慮については未だ明かにされて居らない。

　叉蛋白質溶液に硫酸銅とアンモ＝アとを加へるときは紫色を呈し、ペプトンやアルブモーゼに稀簿

なる硫酸銅溶液とアンモ＝アとを添加するときには非常にi美しいピンク色を蓑はす。H・M・Vernon

氏はtf　xレット反鷹を定量的に使用して適當なる標準を作りそれより胃の治化量を定量する事に成功

したのである。

　1〈tihTie氏はアルブモーゼの量とビ晶レット反慮の色との關係については1／100，000以上の濃度のも

のは赤紫色を現はすと述べてゐる。

　Neumeister　EEiはペプ1・ンの場合は1／ユ00，000以上の濃度のものは純輝の赤色（IPtiv¢red）を呈すると

述べてゐるが、予等の實験とは多少異つてゐる、2Pち前述爾灰の読は輩に赤色の程度を示したに過ぎ

ぬもので苛性ソーダの濃度、硫酸銅の用量等によつて異る色をあらはす事については詳蓮されてゐな

い、これらは反鷹の色を青から赤迄塑化させるに大切なる要索である。著渚等はセリシンの現出する

tf　；レット反慮を研究し、其結果U“　．レット反慮の色調と繭解欝との關係を稜見し、絡に是れを憲用

して繭の解曾指激測定に及んだのである。

3．　ビaレット反慮（Biuret　Reaction）

　ビ“レット反憲と名付けられるに至つたのはIZ“　．．レットの磯見による事を既述し差のであるが、こ

れ等反慮の要素について考へる事が肝要かと思はれるので、先づこの反慮に必要なる要素について述

べる事とする。

　A　ビ“レッ　ト

　ビn．レットは尿素より製することが出來る、帥ち尿素の融解顯より少し高く迄熱するときに（大腿

160℃）尿素の一部はアンモ＝アとなつて溝失しそこにビ岳レッbなるものを生する、農口ち化學鍵化は
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　　　　　　　＼Nα・　＼N［E［n

　　　　　Urea－→Biure士十AmixLoiiia

ビ晶レットの性質としては

　一分子の水を有し白色針状をなし水、アルコール，エーテル及び温きクロロホルム等にも徐々にと

ける。

　ユgoQCに熱するときはアンモ＝アとシャン酸とに分解する、師ち次の如し。

　　　　CO／N｝1，

　　　　　C。＞NH－2HCN°＋NH3　　　　　　　1
　　　　　　＼NH2

　　　　Biuret－→・Cyauic　aeid　＋　ANmmoiiia

　アルカリと硫酸銅を加へるときは赤色のビ職レット反慮を呈し、水に解かしたるときは弧きアルカ

リ性反慮を呈する。更に水と共に熱する時はゲラチン歌の物質となる。

　ビ＝L　Vットは塞氣中の崇酸ガスを吸牧してその10％の水溶液はアルブミンの如き物質となり次のや

うな共通の反慮を與へる。

（1）苛性ソーダと硫酸鋼とでビ昌レット反慮を輿へる。

（2）盤化第二鐡は赤褐色の沈澱物をつくり指藥の過剰にとけ且多くの水にもとける。

（3）硫酸銅と酷酸鞭は暫くの後混濁してから青色の沈澱をつくり僅に試藥の過剰にとける。

　（4）昇張は初めはとけるが途にとけなくなる。

　（5）燐モリブヂン酸は黄色の沈澱を作るo

㈹濃硫酸羅酸は攣化ぜしむる霜なく濃鞘酸はビAレットを分解して激しい反慮の下ではガスを嚢

生する。

の　酷酸鉛は白色の沈澱を生す。

　B　反慮に必要なる要素

　ビxレット反慮は蛋白に特有の反慮ではなくて、次の如き蟹白質にあらざるものも亦その反慮を奥

へる0
　　　　0xamide　　　　］Biuret　　　　　｝lalQlldi乱mide　Oxaluramide

　　　　l麗：皿く：麗：・畷：麗：撚濫

　此等が何れもこの反慮を現はす事から考へて（CON且のなる二つのグル・－Fプが反慮に關係する要素

であると考へられる。　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　．

　此等（CONHのの二つのグループが何んな風に結合してこの反慮を呈するかについてはSchiff氏は

i爽の如く詮明してゐる。

　　　　皿。一一CO－CO－N正［R．

　此等二つのアミドグループ（Amide　grOuP）の申一一一・つは置換されないで他の一つが置i喚されてとの反

慮の起るものであると述べてゐる。’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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　C　反　慮　の　色

　ビ＝Lレット反臆｛による現色は次の種々なる因〕㌦によつて異つた形を呈するものである。

　ヱ．　蛋i白質の種類

　2．蜜白質の分解生成物の種類

　3．蛋白質、及びその分解生成物と蟄的關係

　4．　アルカリの濃度1　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　5．硫酸銅その他金廣1鞭の量的關係

　6，　反慮時澗

　7．　，反慮時の温度

　8，　サンプルの純不純

　9，　サンプルの溶解度の差異

　（1）蛋白質の種類によつては石鴛色を現はすものと背紫色を呈するもの等色々異るものである、爾

ほ父蛋冑質rl二7常温ではこの反慮を與へぬものと熱して紫色を現はすものがある。

（2）蛋白質の分雛成物の種類がその現色反慮に差異を示す葛轍一般に知られてゐる・例へばアル

ビ4モースは大髄に於て青紫色であるがその量の増加するときは石竹色となるもので量的關係を考慮

しなければならな　ib。ペプトンは一般に石竹色である。

　ポリペプチード中Di1）eptides；Tripep士ides；の如く簡軍のものは反慮を殆んど現はさ歩Teti’ti；

Pellt，1；等のPel）tidesは此の反慮を現はす。殊に注意すべきことは此等ポリペプチード（Polypepticle）

中遊離アミノ酸の存するときには此の反憲は陰性で膏叉は緑等の色を淺すのみ、アミノ酸は一般にこ

の反慮は與へないが中には二三のもの青叉は線色等の色を現はすものもある。

　此の如くその分解生域物によつ℃ビ訊レット反慮は其色を異にするが故に蛋白の溝化叉は加水分解

に於ける道程を辿るに便利である。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　’

　この反鷹｛の感慮程度は幾由質より％アルブユモース、ペプトンの方が鋭敏である。

（3）蛋白質の分解生域物の壷如何tcよつてビ・レ・ト反慮の色に多少の…塞あるを見る・殊にi錨・

アルフ㌧モース、ペプトン等はアルカリにとけたる此等の分量の量的關係は可なり鈴敏で大騰に於て

1／10，000の濃度の液より反慮を示し、量の次第に増加して濃度の高くなるにつれてその色が石竹色と

なり10／10，000以上になると同じ様なる石竹色を呈するのである、然し時には色素3ζはその純度の如

何によって石竹色が不明瞭になる時もある。

　⑯　アルヵリの濃度がこの反慮に大なる關係のあることは誰しも考へられる事である、苛性曹達の

場a・・は鑑N・・H職より・の購を示し雌鯉及びその他のアルカ・聖脚る臨礁の鞭が

あるやうに考へられる。

　（5）硫酸銅その他金廃臨の量的關係は（4）のアルカリの場合と同様であつて加ふべきものが硫酸鑑

コバルト、ニッケル盤等の如き盤であるときもその分量の多少は典の現色及反慮及びその濃淡に影響

してくる。

　⑥　反慮時間の長短によつてこの反慮に差を生する慕は冤れぬ、例へば供試物を硫酸銅と苛性曹蓮

との混液に入れて直ちに呈色するものと然らざるものとがある、叉その反底時間の長短がそのものS

溶解度の多少或はそのものS性質をあらはすとも見られる。

　の　反憲時の温度は反慮時間と共に大切なるものである。苛性曹達と硫酸銅の混液が撮氏30度にな

るときは水酸化鋼は酸化銅と水とに分つてしまつて最早ビュレット反慮を與へなくなる、若し30度以
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上の搬でめ鷹を行ふとa」。・ICはサンプルを入れそれに硫酸婁阯、雁髄とを入れ・然るそ麦濃を

高くすればこの反臨は現れてくる、此の如くその液温の高低によIPその呈色作用に盤異を來たす、低

温にして現色せざるものもその液温を高くするときはその現色反鷹を興へる場合が多い。　　，

　（8）供試物の純、不純がビ昌レット反慮に及ぼす影響については第一一に色素・第二に他の物質の混入

等によつて當然紫色をあらはさねばならぬ物質が慰別佃の色をあらはす苺継ある・邸ちChr・’U°1’－

roteh1のe“　．．レ、ソト反慮を行ふに際し是れに結倉せる色素がアルカリによりて浸出ぜられビn．レット

反、慮による現色と色素との源磁作るに至る、この場合に鱗の浸出量少なきものは比較的容易に色

調を観察する講を得るも、色素の浸出多きものはその色調の槻察甚だ困難となり時には色素のために

ビ繭Vヅト反慮の表はす紫色を打溜して色素の色を表はし表面壼く反慮のない様に見える事がある、

かくビ、tレッ1・反懸が他の色索のために妨げらるる事あるは此反慮を試むる場合に大に注意を要する

審である。

　（9）サンプルの溶解度の差異は反慮の色が脊紫色となるか赤紫色となるかの原因となる。一般にそ

の溶∫鍍の大なるもの飾竹色で・1・なるものは艶襖へる・その溶解度中位にあるもの螺色を與

へる、特にセリシンの場合は然り、以上の如くビ。．レット反慮は幾多の原因によって共色調が左右ぜ

らる玉事が明らかにされた。この色の生因に封しては次の如き諸読あり。

　AlattheWs氏はこの色は恐らくは銅原子の色であると考へられる、一般に銅化合物は青色であるが

他のものには酸化鍋の如き色を呈する化合物もある、此等爾蒋を比べて銅が一部分蓮元されて赤い色

を呈する、銅化合物は原子の電子が振動数を異にする週期で光の吸牧を異にするものと考へられる。

　Seh縦氏はビ。．レット反慮を行へるものからBiuret－一一1〈ali－－Coml｝Oinid　txる赤い針歌結晶を遊離し

次の如き構造式を輿へてゐる。

　　　　　　　　OH　　　　　　　　　　OH
　　　　　　　　　I　　　　　　　　　［
　　　　　・－C〈叢ジ　C“一『欝＞C＝＝・

　　　　　°＝C〈畷望゜要＞N瓦＞C＝＝°　・

礁銅以脈鰍㍉励硫酸・バ・レ噂翻ぴ鋤の難を行ふて羅白騰齢んど現はれす
尚且つ量に慮じて礎化する色帥ち量酌關係は少しも認められない慕より考へると此色調は銅の結合状

態如何に關係あるものN如く思務せらるNな！。

　tの撫臨レ。版慮襖へたる紫色1敵数滴の酸t・－」JIIへて鍋嚇吉合をはなすときはその色獣

せてしま秘のであつて、銅の結舘ビ詑。ト鷹ミの腰なる撚llを演するものと云つても過言で
はない♂

　更に前者のマシ。ウ氏の言へる如く¢m化合物蜻色のものと赤色のものと力馬ある・赤色のもの脚

が翫されたものであるとの読も文催ll勺でこのu“。　tZ。ト鷹の髄石竹色の読明に鰺考となる・

　　　　4．　ビュレット反鷹蜜試藥

　A．アルカリの濃度とtf　一レット反慮

纈、しては講麟液・．・％のものを使用闘生離灘晶暴一，藷曝N・・N岬の醸

の液をつく略・隈5・．・．に凱て・」％硫酸鰍1・・e・を入れてこの・i・にサンプルを挿入しπのである・

　サンプ」vlとは白繭暦を0・】瓦精而御こ秤量して試験に供しfeものである。
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　表中　B．V．　・Bhnish　Violet　V鑑Violet

　　　R。V留Reddish　Vio工et　P＝Pink

　　　l一コユight

　この結果の示す如く。

　1一苛性曹逮の濃度の高くなるにつれて石竹色をあらはす。

　2一苛性曹達の濃度が低くても時聞の維過如何によりその色もB・V・よりP迄攣化する。

　瀞性曹達の濃度の差がかく色を異にするのはこの場合セリシンの分解如何或は銅に謝する苛性曹達

Q量が増すときは別の結合をなすものX如くも考へられる。

　叉ペプトンが一般に石竹色をあらはす瑠より、濃厚なるアルカリに合ふときはセリシンば不完全分

解を起して一部ペプトンに分解するものと考へられる。セリシンがアルフ㌧モースの欺態にあるもの

は膏紫色を呈し、蛋白質からアルフ㌧モースへの分解工程中にあるものはこの色をあらはさぬものと

も考へられる。

　B．0．1％硫酸銅の添加量とビxレット反慮

　硫酸銅の添加量がビュレット反慮の色に關係ある事を確かめるために次の如き實験を行ひたり。O・2

％苛性曹逮5e・C．に樹して0・1％硫酸銅を02～5・Oe・C．迄攣化して加ふるときビ晶レット色は次の如き色を

呈する。

0．1％硫酸鋼の

反磨後

30分
反慮後
3　　日

1％翻・訂i，。mmerci、・1　P・pt・n・。1・ti。・ 工％alk甜臼ilk
垂?垂煤Bne　BUlution

酸鋼の
ﾊ（c．の

0．2 0．5 ，1．0 1万 2の ？・o 5ρ ρ・5 ユ．5

青紫色【ピンク色｝一

十 十十

十十 十一 十十． 十十

一 十 十十

青紫色
sンク色 一 十 十十

十一 十一 十十 十十

襯 十 十十

　この實験に於ては原液1c。c・に0．2％苛性喜達5e．C．を加へそれtt　O，1％硫酸銅液を栃要量丈け加へたも

のである。

　以上の結果によるときはピンク色をあらはすのは0．1％硫酸銅液ユC・c・を加へたときであり、O・2e・c・

0・5ae・を加へたときはピンク色を呈してゐてもその色が非常に薄い。此等の事實は銅と苛性曹逮との

結合がこの反鷹の色に最も大きい關係を有するものである事が知られる、叉此等の液を濾過したるも

のと然らざるものとに就いでの反慮の差異は前君は反慮の色が鱒明であるに反して後者は不鮮明であ1

るを冤れぬ、ビュレット反慮に於て：一一一・定量の硫酸銅を加ふるにあらざればその表はす色は全く不同で

あって時には反鷹陰性なりとさへ思ふ場合がある。

　一般に蛋白質の有無を調べるにビ轟レット反慮を行ふには、一定濃慶の苛性ソーダと一定濃度の硫
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酸鋼とを一定の比で滉合して用ひなければ正確なる反癒を碍る事は甚だ困難である。

　C．種女なる指藥について

　苛性曹達の代りに苛性加里を用ふる場合はその反慮は全く同じであるがアンモニアを用ふる時は其

の反慮を異にする。

　殊に繭の如きものにつbてアンモ＝アと硫酸銅で反癒を行ふときは繭の褒面が紫色となり液は紫色

を呈しない事がある、i蛋白質が溶液となつてゐるときは苛性曹蓬の代りにアンモニアを用ひてビ。．レ

ット反慮を行ふても不都合はないもの玉様である。

　硫酸銅の代りに硫酸轟ッケル硫酸コバルト等を用ひて繭暦に就きて反鷹を試むるも殆んどその反懸

を是さないのである。

　　　　5．　絹E其の分解生成物のビ”レッF反磨

　A　ゲラチン；セリシン；フヰプロイン；絹懸腺申の絹物質

　（ユ）ゲラチン（Cxelatiile）

　0．2％苛性曹漣の中に精製ゲラチンをユ％の劉に溶解せしめ、との液5琵にOJ％硫酸鋼津1耗加へ

その反慮の色を槻察するときは次衷に示すやうな結果が得られる。

れるゲラチン轍

反謄i後

30　分

反磨後
2　　日

反磨後
8　　日

性ソーダrl判こ含ま

`ン最

0．99 1．96 3．84 5．66 7．40 9．09 16．6 2B．5

青紫色
sンク色

一冒 十 十 十 十 十一 十十 十十一

青紫色
sンク色

一 十 十 十 十 十一 十十 十十一

膏紫色
sンク色

無色 無色 無色
十　’ 十 十 十十 十十

　以上の結果よリゲラチンのビaレヅト反慮はその含量3・84／10，000以上で9・09／lo，oooとなればピンク

色を晶してくる。反憲後の憂化についてはその含量の少なく且反慮の弱きものはその色無色となるが

ピンク色のものは全くその色を攣化しない。

　（2）セリシン（Seriein）

　セリシンはとれが絹糸腺中にあるとき、生繭として存するとき、乾繭のセリシンとして既に熱の攣化

を受けたるもの、或はセリシン探取常法によつてセリシンの濃縮せるものにアルコールを加へて沈澱

せセリシン、文はこれを乾燥せるセリシン等何れも異つた反慮を奥へるものである。此腱には乾繭よ

リセリシン溶液を作り製縣の際のセリシン液の濃度に準じて試瞼液を作る、帥ち繭暦を煮沸してセリ

シン溶液を作り同時にそのセiJシン溶液の濃度をColloi（1al　meterにて測定し～：れを試瞼液とす。

　試験方法として500蛇のフラスコ（逆流冷却i装琶垂）中に四國産容慧繭暦（コ927年）4瓦を入れ200蛇の蒸

溜水を加へて煮沸する事30分にしてその液を濾過七てセリシvの濃度をコロイダルメー一　］　・一　e用ひて

測定し22．5／10，000のセリシン溶液を得たのである、これより任意に濃度の異なるものを作り各液にっ

いてビューレヅト反慮を行ひその色を見たのである。

100000c、c．申　の　セ　リ　シ　ン　の　量（瓦）

…1・75巨・・陪・・巨・・1・刈・…1・5・・」・α・・

青　色1＋　1＋　1＋　l　　l　　i　　l　　l　　l
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瀞紫色l　　l　　l　　l￥－1＋一一［＋「　　L＿＿1
紫　倒　　l　　　　　　　　　　l　　｝＋　｛　　1
・ンク色i　　l　　l　　t　　　　　｛　　l　　l＋　1＋

次に抽27年産四國秋翻繭につきて同様の實験を反復し塗の結果を得たのである。

1000000．中　　セ り幽 シ ン　　の 量（五）　　　，

0．50 1備 1…陪・・ 1… μ・・ 10．00

o

膏色1 十 【＋ i＋1 i

青紫倒 1 i　　＋ 1＋ 1＋ 1

紫司
巴

l　l 「 1 ／・
・・ク色1 i ［　1 1 1 1

　以上の表の示す如くセリシン溶液の濃度の差異が直接反慮の色に差異を生ぜしめるに効があると云

ふ事が萌らかにされたのである。即ち濃度の高いもの程ピンク色となり低いもの程青色となる。此等

、の限界については略よゲラチンの場合と符合してゐる、ビn．レット反慮の陽性となる濃度は2．・5／工0，000

でピンク色となる羅iは10／ユ0，000である。

　此等セリシン溶液にアルカリを滴下するときは同液が0・2％苛性曹達、セリシン液溶となるやうに作

り、これより5蝿をとりこれに1蛇の0，1％硫酸銅液を精確に入れて反鷹を行ふたのである、後記す

る諸表中特記しなV・ときはサンプルを02％苛性ソーダ液と厳したものである。　、

　ぐ3）　フヰプロイン（Fibroin）

　フヰブ㌣インは稀薄なるアルカリには溶解しないためにビ。．レット反慮を奥へないが此れを嘩める

ときはその一部溶解してビ＝．レット反慮を與へる、この威績については後Ptする温度とe“．vッ1・反慮の

表を参照されたい。

　アルカリの濃度の高くなるにつれてフヰプロインはその・一部が溶解して熱を與へなくと竜ビュレット

反鷹を與へるやうになる、例へば5％苛性曹蓬液にフヰプロインを浸ず事15分位にして硫酸銅を加ふ

る時は紫色叉は赤紫色を呈する。

　されど濃厚なる苛性曹蓮と難もその作用する液の温度が揖氏零度なるときはフヰプロインの溶解す

る量は僅少でその反雁の陰性である事を示す。即ち次衰は此の間の慕柄を示すに充分である。

識方法としては原料繭（19字降産上田耀繭）より勲せしフヰブ・’イン5瓦を一鋤匝となしそ

れを次表の各濃i度の苛性曹達100耗に0°Cにて1時間侵潰しこの苛性曹遽液20耗宛取りNの定童に供し

これによりて得たる数より溶解フヰブnイン最を算出し供試せしフヰプロイン量に封する溶解量のパ

Lセントを求めたのである、サンプル5腰の絶蜀量は4β757瓦であつた。

苛性曹遽濃度

（供試フヰプロインの金霊素量）

　　　　1：9％

　　　　1：1

　　　10。O

供　　　　　試
フヰプロイン（三瓦）

5．0

5。0

5．0

5，0

5．0

5．0

同　　　　　　上
絶　　艦　　燈

4．8757

4．8757

4。8757

4、8757

4．8757

4．8757

同　　　　　　上
フキプロインのN．
の燈（筑）

0．⑪1217

0．00ユ72

0．00207

0．00276

α00241

溶解フ中プロイン
の量（％）

O．189

0．226

0．9，　02

0，264
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15．0

20，0

5．0

5．0

4．S757

4．8757

O．⑪0241

0。0062】

0．2倣

0。680

　上表の示す如く反慮を與へるアルカリの濃度は5％以上である事が知られる、0℃にて20％匠は0．6

％のフヰプロインを溶解するに反し15％以下なるときは0．3％以下のフヰプロインを溶解するに過ぎ

ぬ窮を見てもその温度がフヰプロインの溶解に大V・なる關係のある事を覗ふに足る。

　14）絹縣腺中の絹物質

　絹綜腺を熟獄中より分離して前部中部及び後部縣腺とに分ちこれをN／10苛性曹達にとかしてその

ビ。レット反慮を行ふたのである。

　前、申爾部縣腺はこの濃度のアルカリに溶け易く此れに反して後部縣腺は比較的とけにくL（傾向が

ある。

　此等前部及中部懸腺の絹物質をNん背性曹遽に入れたるに大部分は淡黄色を呈す、此のものを太陽

燈濾光装置下に楡するときは黄色螢光色を磯す、次いで後部懸腺を同様の方法を行ふときは黄色螢光

色は直ちに失はれ、次いで三十分位の後中、及前部爾縣腺もその螢光色を次第に失ひ途には苛性曹遽

液面上に該物質は浮び恰も油の水面上に搬散するに等し。

　一時著しく黄色化せる前、中部綜腺は次第にその色を失ひ粘度のある完全なるアルカリ性膠質液と

なる。

　而して一定時聞を過ぎるときは何れもその粘度を失ふに至る。この聞3－4時間位であるが中部懸腺

の方が先に粘度が低下する。

　このアルカリ性膠質絹物質をとリビ。ンッ1・反慮を行ふに

　　前部細陳申の絹物質　ピンク色

　　中部縣腺中の絹物質　　ピンク色

　　後部縣腺中の絹物質　　ピンク色

　されど中部綜腺は黄色色素のためその反慮の多少不明瞭の黙がある。

　後部綜腺中の絹物質換言すれば膠質フヰプロィンは温度、アルカリ等の特腫の歌態の許でなくとも

ビ晶レット反鷹を與へる事が知られる、一方一度繭縣となりしフヰプロインは此の如く容易にビ高残

ト反慮をあたへなV・。此の爾者を比べるときはその1伏態の鍵化と反鷹の差異との間に興味ある關係が

認めらるSものである。　　　　　’　　　　　　「

　A　アルブモnyス（alb田mosc）

　絹綜を不完壼分解して得らる玉第一課程の絹蛋白分解生域物はアルブモースである。

　このアルブモースを0．2％苛性曹達は1％の割に溶解したる溶液をつくbこれを用ぴてビ翫レット反

鷹の色調とアルブモースの量的關係を求めたるにi次の如し。

0・2％N猛OH　10，000c．c．中のall）mnoseの量C瓦）

「　1α99｛・剛・副醐17…い・gl・・列…5
反慮後

1時閻

反磨後

1　　日

青紫色　　一
L’ンク色

1’レンジ色

青紫色
ピンク色

s’・vンヂ色

褐　色 褐　色

十

十

十

一ト

十十

十十

十十

十十

十

十十

十十

一ト十

十十

十十

　十

十十

十
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反慮後

5　　日

青紫色．

ヒ゜ンク色

ナv・ンヂ色

褐色 褐　色 十 十 十十 十十

十十 十十

十

　アルブモースのビュレット反憲感鷹度は3。84／10，000を以て始まり次第に濃度の高まるにつれてピン

ク色となり少しくオレンヂ色となつてくる。

　アルブモー一一　xとビ縞・ット反慮についてはKfihlle氏が不完全ではあるがその色と量的關係につhて

蓮べて居る。即ち
　アルブモーゼの濃慶1／foo，ooo以上の濃度であるときはその液は赤紫色を現はすものであると云つて

ゐる。

　本試瞼では］／1000なるときピンク色をあらはしてゐる。1〈iihne氏ぱアルカリ度及びその用量、硫

酸嗣の濃度と用量については記述されておらぬから此庭に此れを比較する事はkLl來難い。

　本試験は0・2％背性曹蓬液となしその中より5蠕をとり是れに0．コ％硫酸銅1蛇を加へて反慮を行

つたのである。

　C　ペプトン（Peptone）

　ペプトンは普通のペプトンと絹より取りしペフ藩ンとについてこの反慮を行ったのである。

（1）ペプトン（Commereia1　Pep士・ne）

　市販のペプトンを0・2％苛性曹逮に1％の割に溶解せしめこの液にO．2　％wr“性曹蓬を摘量加へて目

的の濃度の液をつくりこれに0・1％の硫酸鋼を加へそのビ＝．レット反鷹を糊察したるに次の如き結果を

得たり。

留購陣の色1・・991・剛

i　l　　・・2％訓鰻・・…c・・物・ブ・・の量（X）
　　　　　　　　　　　　　　　・・8・　5・66い副9・・91・6・・61・8…

反慮後　膏紫色　　CuOの
30　分　 ピンク色　　沈～殿物

十十 十＋

　十 十十 十十 十十 十十

反慮後
Q　日

青紫色
sンク色

〃 一 十十 十十

¥

十十十
一十十

十十 十十

反鷹後
R　　日

青紫色
sンク色

〃 一
十十　、 十十

¥

、十

¥十

一十十

十十 十十

反鳳後　青紫色
8　　日　u’ンク色

〃 十十 十十 十

十十 十十 十十 十十

（2）絹ペプトン（Silk　Pep士・ne）

前法と同じくo．2％苛性曹逮にて1％絹ペプトンのアル捌溶液をつくり・此れを用ひて目的の濃

度の絹ペプトンをつくりそのビn．レット反慮を見たるに次の如き結果を得たり。

I　l　　…％苛贈蓬・・・・…e・cll・の樫プL畷（r・）　　．

鷺欝1反眺1…1・…1…41、…661・…i…gl・6・66L・・…

30　分

2　　田

青紫色
ピンク色

青紫色
ピンク色

十一

十ny

十十

十

十十

十

十

十

十一

十一

十＋

十十

十十

十十



第三號〕　　　　　　　　繭の解督柵数と解好測定法　　　　　　　　　　181

4　　日

9　　日

膏紫色
ピンク色

青紫色
t・ンク色

十一 十十

十 十

十

十一 十十 十十

　反慮の陽性となるのは3，84／10，000匝であり．その色ピンク色となるのは7・4／10，000颪である。

これをN・u畑・士・・氏の…rtへる如くペプトンは1／1°eo・°0°にてこの殿｛を現はト且純粋の赤色を呈

するものであるとの醗に比較すると大分異つてゐるがこれはアルカリの濃度の差より來掩ものとしか

考へられぬ。

　D．ペプチH－一ド；アミノ酸（Peptid6s；Aniiuo　Aei（ls）

　Glycyl　Glycineと或種のdipeptideは一般にビ＝一レット反慮はない・然しアルファbアスパラギン（α

一asparagiu）メチルアルフv’　sアスパラギン（methy1－a－aq．paraghi）はオキザvイドタイプ（Oxamide

type）に騰しピーター・アスパラギン（β一asparagiu）ホモアスパラギン（homoasparagin）とはYロン

ァマイドタイプ（Malonε、lnide士ype）に屡する所からe“　．．レット反慮を與へるとSeh縦氏綜言つてゐ

る。

　　　　CONH，　　CONH2　　CONH2　　CONH2
　　　　　i　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　　l
　　　　CHNH2　　CHNHCH3　CH2NH2　　CH2
　　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1
　　　　CH≧　　　　　CHs　　　　　　　　　　　　CHNH2
　　　　　i　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　COOH　　　　　COOH　　　　　GIyein　aTnicle　COOH

　αAspεLragiu　　　Methy1α一．△Lsparagin　　　　　　　β桶一△LsPεしraghl

　　　Color　of　Biuret　Reaction，

　　Uiiiou　red　color　red　violet　eolor　　　　　　blue　viole七eolor

　　　　CONH。
　　　　　1　　”

　　　　CH2
　　　　　1
　　　　C（CH3）NH2
　　　　　｝

　　　　COOH
　　　　honloasparagin

　　　　blue　viole七　eo1Qr．

　Emil　Fiseher氏はScliiflr氏の読を允しかめてGlyehl　amideに相當する次の二檬のものについて

ビ晶レット反慮を行ぴ、その呈色反慮のある事を指摘したのである。

（イ）Carb・xy－ethyl－91ycy1　glyeine　ainide

　　　　C2H5COOMICH2　CO－NHCH2　CρNH2
　（ロ）　　CεLrboxy　ethy191yeyl　glyein　leuein　ester’

　　　　偶H5COONHCH2CO－NHCH2CO－NHCH（C．，｝1，）CQ　OCgH5

　（ハ）　　Carl）onyl－cliglycyl　glycil｝tMli｛le

　　　　CO（NIHCH2CONHCH，CONILI2）2

　（イ）に相當するやうな遊離酸即ちCOOHNHCH2－CO－N｝ICHecolNI：r，はビ・．レッ1・反臆｛を輿へない

それは恐らく分子中にacid　groupの存するによると云へる。

　併し一般にアスパラギンCOOHCH（NILI。）CI－1，，CONI－12はSehiff’氏によると膏紫色を呈すると逃

べてゐるが、これについてFiscller氏はビ晶レットの色とは云ひ得ない程度の色を暴すると嘗つてゐるL
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ヂアミノアスパラギン酸（（1ian｝ino　af　Jl）artie　acid）は除程強いビ晶レッ1・反慮を呈する票を確めたと報

告してゐる。1
以上S，hi眠Fisch・・氏の謝・從つて實瞼を行．S・，lc　1）・ly卿i・1es購色の測朧呈Lアミノ酸

は大艘に於てビ跳レット反鷹iは陰性である。併し蛋白質のアミノ酸分解程度の楡建をなすにビュレット、反

鷹｛が絶i劉』的のものであるとは考へられない。

試みに今セリシンゼアルブモー一，　X、絹ペプトン・剥ペプチードのtf　x　LX　，pト騰の色を示してみる

と。

菊子　昌　長　セ　　IJ　ミ！　ン

柵・…陣幽シ・
アルワ’n・一ス　絹ベプトン ボ　　リ　ベ　　フ’　チ　　師　　ド

反鷹の色
ビンク味のある

p　紫　色 青　紫　色

ビンク味のある

p　紫　色 ピンク色 暗　青　色 淡　青　色

　　　　6．絹Eビ晶レット反鷹

　A　フヰプロイン
　メルク製フヰプロインを供試前に太陽燈下におきその螢光色を見るに一鎌に脊紫色を呈し全く純粋

なる事を示したるを以て該フヰプロィン0・1瓦を　O・2％苛性曹逮と0・1％硫酸銅とを5e・c・工c・（，・の割に混

じて試瞼管数本を作り各≧温慶を異にせる浴槽中におく、かくして後各主のビュレット反慮を見たるに

次の結果を得だのである。

温槽の温劇・…鷹剣　・・2：」＿・・a＿」 60分
　　　　　　　青　　紫　　色
10℃　　　　　　　ピ　ン　ク　色

20
青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色
1 1

5　　　　A｝一「 一」i－P

30
青　　紫　　色

ﾇ　ン　ク　色

一

l　　　　　　　　　　　　　l 1

40
膏　　紫　　色

ヒ・ン　ク　色

十 十 十十

青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

十十

十十

60
青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

十十

十一ト 十十

70
青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色 十十 十十 十一ト十

80
青　　紫　　色

ta一ン　ク　色 十十 十十十十 十十十十

次に二1924年上田蓉獄繭國慧日1×國鷲支4より分離せるフ」トプロインを0・1瓦づS試瞼管にとりそれ

に0．2％苛性曹達5c，c・0・1％硫酸Sflle・e・を加へて～二れを湯浴槽に入れ、その温度と時間の差異がフヰプ

ロ・ifンに如何なる反慮を與へたるかを實験したるに次の如き結果を得たのである。
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22°C

23°C

30°C

50°C

70°C

1・分い・分

膏　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

膏　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

青　　紫　　色

U’ン　ク　色

青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

十 十

20分　　 1　　30分　　 1　　60分　　 i　　120分　　，

十

十
　　　
十　　1　十

十

十 十

十十、

十

十

十

十

十十

十

十

　前表と後表とを比較するに大｛鐙に於てフヰプロインはeeEk50度の液に於てビxレット反鷹を示すので

あることが知られる。後表中23度にて反慮のあるのは多少のセリシンの存せるためと思はれる。

　…般氣温にてはフヰプロインは此の濃度では反慮はないが温度上昇するにつれてその反磨が現はれ

てくる、これに反して温度低きときはそQ反鷹は微弱となり撫氏零度に於ては苛性曹達の濃度高きも

その反慮をあらはさぬ事より考へてこの反慮には温度の關係を軽競する鵬は繊來ぬ。

　B・繭　　　　暦
　先づ繭暦0．1瓦を一試験硬としてこれに0・2％苛性曹蓬5c・e・と0・1％硫酸銅1c・c・とを加へ反感時闇と

温度との關係についてなせる實験を示せば次の如し。

　供試繭は日1×支4である。

温　度　1，反磨の色1　・分 工0分 20分

22．5℃
青　　紫　　色

r　ン　グ　色

十 十十 十十

30．0
青　　紫　　色

s　ン　ク　色 　 十十 十十

次いで第二試験を行ひたるに次の域績を得たのである。

1923年春慧白繭膏熟漁潤上籏の雄の作れる繭及び乾燥上籏の雄の作れる繭の二つについてその時闇

と反慮の色、温慶と反懸の色につV・て實験を行っ7aのである。

　示藥としては0．2％苛性曹蓬5c．c・0・1％の硫酸銅1e．C．とを用ひたのである。

温　劇上側耀

23°c

30

灘潤上籐

乾燥上籔

灘潤上籏

乾燥上籏

反　慮　色

・膏　　紫　　色

lt“　ン　ク　色

膏　　紫　　色

ビ　ン　ク！色

膏　　紫　　色

u・　ン　ク　色

青　　紫　　色

ピ　ン　ク　色

10分　　　　　15分

十十

十十

十

十十

20分

十十

十

十十
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50

灘　潤　上　籏

乾燥上　籏

itt　紫　　色

u・　ン　ク　色

膏　　紫　　毛

ピ　ン　ク　色

十十

十＋

十十

十十

十十

十十

　この表の示す如く繭の種類叉は解好の良否が表はす色はその温度と時間とによつて異つてゐる事が

知られるのである。EPち解傍不良と看倣される漁潤上籏のものにありては其示すビ鳥レット反慮の色が

青紫色を呈し、解野良好と見られる乾燥上籏のものにあつてはピンク色を呈するのである。

　一般に時間の長い程セリシンの溶解度が大きくなり随つてその色は濃色となるか青紫色からピンク

色へと攣るものである。

　その色をあらはさないものにあつても温度の高くなるにつれて膏紫色からピンク色へと色の攣化が

起り、ピンク色になつて始めてその色ば安定する。

　然し一度あらはした反慮色は此れを麿閉管申に貯ふるときは少しも攣化しないが、時としてその管

から溶出する不純物文は用ひられた硫酸銅中の不純物のために腿色する事がある。かくして攣化しな

いビュレット基は銅との間に新らしきat　kの結合膿を作りここに臨レット反憲の種々なる状態を作り出

すのである。

　C；一一一一〇℃に於ける絹綜の反慮

　反慮温鹿0℃とし反慮時闇を夫々攣化しアルカリの濃度を0・20・51・02・04・0％と攣じて試瞼を行

ひ供試材料は生綜、生繭各0．1瓦を以てしたのである。その成績次の如し。

生　　　　　　　繭　　　　　　　　　　生　　　　　　　i隊

蕩羅剛反馳1 ・1・・　　　　　11・51・・1・・　5い・1・5　3・i・・

α琵％
膏紫色
r　ンク

一 十

0．5％
青紫色　　一

r　ンク

一

十 十 十

一 一 十

十

1．0％
青紫色
r　ン　ク

十 十

十 十 十

舗 十 十

十 十

2．0％
青紫色
r　ンク

十

十 十 十 十

十

十 十 ．十十 十十

4．0％
青紫色
r　ンク

十

十 十 十 十 十 十十 十十 十十十 十十十

　此の表の示す如く生繭及生綜中のセリシンは0・℃にて反懸を行ふ時も省その溶解盛んにして濃度と

時間の増加するにつれセリシンの溶解量も増加しその反慮はピンク色となる。

　フヰプロインの0°・Cにおける反慮とセリシンの0°・Cにおける煉態とは此の如く相異する。

7．　セリシンの反鷹　　　　　　　　　　　一

A，セリシンの溶解度とその色

　セリシンの溶解窒素量よりその溶解度を示したる曲線は鱗謂解静曲線として著潜等の提唱する所で

あってこの曲線を以て大腿解好の化學的側定に資せられたのである。

一般にセリシンの溶解度高い繭は解静のよい繭である、換言すればそのセリシン溶液の濃度の高い
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程好の良好なる繭となる。

　（6）の（B）に既述せる如く、乾燥歌態で上籏せる捲のがピンク色の反感を呈し灘潤状態で上籏せるも

のは青紫色をあらはしてゐる、この薯は解｛箒曲線と一一twする所がある。

　次に之等についての實験を示せば次の如し。繭暦（1927年春獄白繭愛媛1孫大洲町産のもの）1瓦を

200C．c．の蒸溜水申にて5分．ユ0分、30分、60分煮沸してその際溶解せる窒素の量をケルダー法によつて

求め、それより同液のセリシンの濃度を求め・この濃度のあらはすul．，レット反慮の色についてなせる

實験を示せぱ

煮　　沸　　暗　　間 溶解窒…素量
蒸溜水200αC中に溶解ぜ
驛Zリシンの濃度

同上液のビュレツト反鷹

ﾌ色

5分　　煮　　沸

P0分　　煮　　沸

R0分　　漁　　沸

U0分　　煮　　沸

0．72％

O．87

P．01

P．28

1．92／10000

Q．32／10000

z69／10000

R．41／10000

薄　音　青紫色

[鞭き膏紫色
ﾂ　　紫　　色
ﾂ　　紫　　色

次に愛媛縣大洲町産の秋慧繭（解静指激124）についてなせる結果は次の如し。

煮　　沸　　時　　間

5分　　煮　　沸

10分　　煮　　沸

30分　　煮　　沸

60分　　煮　　沸

溶解窒ii疑量

O．51％

O．71

0．93

1，27

蒸溜水200ac中に溶解し
t：るセリシンの濃度

1β6／10000

1．89／10000

2．48／10000

3．38！工0000

同上液のビュレッ1・反慮
の色

薄　き　膏紫色

精鞭き青紫色
青　　　紫　　　色

轡　　　紫　　色

　此等の蓑の示す如くセリシンの溶解窒素の多少が同液の表はすビ。、レット反慮の現色の差異とに關簾

あると共に解鍔の良否を決定するに用ぴられる解箭曲線も亦此反鷹に關係する事が考察せらるSので

ある。

　B3セリシン溶液の濃i度

　セリシンの濃度がその反慮の色に如何に影響するかについて次の試瞼を行ふたのである。

　セリシン溶液をつくるにあたつて1927年四國奪慧繭4．0瓦を200c．c．の蒸溜水中に入れ煮沸する事30

分にしてそのセリシン溶液を濾遇しネフエnメーター（Nephel。lneter）1こよつて共濁度を求め、豫め作

れる濁度とセリシンの濃度の表よりこの濃度を算出し次の結果を得たり（ネフエロメータ　一一　vaついて

は11－Cを参照されたい）15・25／10000此の液より次の数種のセリシン溶液を作る。

　　　　　10／10000　7。5／10000　J”・o／10000　2・5／10000　1・o／10000　0・5／10000

此の如く（履のセリシン溶液をつくり各セリシン溶液に一規定の苛性曹達1容液を加へて敦れもがo・2

％苛1生曹蓮のタリシン溶液たらしめ、その申から5じC宛とりそれV（　O，1％の硫酸銅液無αを加へ現出せ

る色を見たるに次の如し。

0．2％苛脳猶曹逮のセリシ
ン溶液の濃度

ビュソット反磨の色
0．2％苛性曹蓬iのセ”シ
ン溶液の濃度

ビvxソヅト反鷹の色

10・0／10000

V．5／10000

T．0／10000

ピ　ン　ク　色

ﾔ　　紫　　色
〟@　　　　色

2．5110000

P．0！10000

O．5／10000

膏　　紫　　也

薄　青　紫　色

青　　　　　色
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　蘭法と同様の方法で四國秋翻繭（解傍指数124）からセリシンの溶液を得、この際測定せる濃度は

17・r）ノ10000のものを得～：れから次の濃度のものを作る。

　　　　　10．o／10000　7・5／エoooo　5・0／エoooo　2・5／10000　1・o／loooo　o・5／ユoooo

　此のものにつき同上と同じくビ。．レット反慮を行ひたるに次の表に示す結果を得たのである。

0。2％苛性曹逮のセリシ
痘n液の濃度

反　　　磨　　　色
o．2％苛性曹蓮のセリシ1
痘n液の濃度

反　　　慮　　　色

1α0／10000

V．5／10000

T．0！10000

　u　ン　ク　色㌦　赤　　紫　　色

@紫　　　　　色

2．5／10000

P．0／10000

O．5！10000

青　　紫　　色

�墲ﾉ簿い青紫色

ﾂ　　　　　色

　次に19路年上田塵春慧繭國獄日1×國錨支婆を太陽燈濾光装置下におきその中から撰繭せる紫色繭

S．0瓦を煮沸せる蒸溜水400e．e・rllに入れて30分煮沸しそれを濾過して得たるセリシンの溶液をネフエ

ロメ・・一ターで濁度を求め、それよりセリシンの溶液の濃度を求むるに9・5／10000を得、此れを濃縮して

30／10000のものを得、これより次の濃度のものを作る。

　　30／100。020／16000ヱ5／⊥000010／10GOO　8／100006／⊥00004／1000。2／100001／100000・5！1（，000

　葺ヒれ等の液をして02％瀞性曹達セリシン溶液となさしめ各慨5e．cをとり、とれにO．1　％の硫酸鋼

溶液1c・αを加へてその液の色を見たる結果は下の如し。

0．2％苛性曹i蓮のセリシ
ン溶液の濃度

反　　慮　　の　色 懸夜蕩糠難側シ反鷹の色
30／10000 淡　　赤　　色 6’10000 紫．　　　　魚

20／10000 淡　　赤　　色 4／10000 膏　　紫　　色

15／10000 ピ　ン　ク　色 3／10000 更1二青い轡紫色

10／10000 少し膏味あるピンク色 1／10000 淡　　膏　　色

8／10000 一暦青味あろビング色 O．5／10000 淡　　管　　色

　以上の諸表より総括するときは次の如き結果が得られる。

　1。一解鍔曲線とビ。セット反慮は相關關係を有し同時にセリシンの濃度がその反慮の色に關係ある事

が知られる0

　2・一セi）シンの濃度は，そのビAレット反慮の色の程度によつて知られる凱ち次の如し。

セ　リ　シ　ン　の　濃　度

10．0／10000以上

7．5／10000

5．0／10000

2，5／10000

1．O／loooo

1．0／10000以下

ビユレ）》ト反鷹の色

ピ　　　ン　　　ク　　色

赤　　　　紫　　　　色

紫　　　　　　　　色
膏　　　　紫　　　　色

膏　　　　　　　　　色

反　　磨　　ts　　兜

　3一セリシンの濃度10／10000以上なるときは次第に赤色に近付いてくる、これに反し1／10000以

下なるときは反慮はなく此の事によつてセリシンのビ＝．レット反慮の感慮度はその濃度ユ／ユoooo以上な

るときである。

C：・セリシンの種類
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　セリシンの濃度がとの反鷹に開係のある事が明らかにされたのであるが繭暦のあらはす色について

璽に考へて見るときは濃度の關係セリシンの溶解慶の大小でのみこの反慮があらはれるとは思へない

帥ち繭暦0．1瓦をとbeれを5c．c．の0．2％苛性曹達とユc・eの0・ユ％硫酸銅の中におくときに今假り

に赤紫色をあらはしたと考へてその場合の溶解セリシンの量を計算すると

　　　　赤紫色を現はすセIJシンの濃度は　　　　　　　．

　　　　　　　　7．5／10000

　　　　6C．e．の反慮液中の溶解セリシン

　　　　　　　　0．0045瓦漏4．5睦

　　　　供試繭暦に封する溶解セリシンの壁

　　　　　ユ・・×lill器・・4・5％

通常セリシンの量は（20～25）％あるとせられてゐるが故に繭暦0．1瓦に封しては（20～25）稽に相當す

る、・れはセリシン全部曜である嬬・～P蘭達・c…に輔…瓦を6・分・。度の澱に保つとき繭

贋に謝し20％のセリシンを除く事が助來る。これ等の宴からして繭暦の4．5％のセリシンを5c・c・苛性

曹蓮に溶解させる事は如何なる繭でも容易である。

　殊に如何に解傍の悪い繭と雌もそのビュレッ1・反慮で繭暦の2、4％のセリシンを溶解させて4／10000の

濃度のセリシン液をつくる事は容易であるに拘らす中にはその0．6％のセリシンさへ溶解せしめ得な

いで】／10000の濃度のセリシン液をつくらないものがある、又育色のもの全く反慮の陰性のものがあ

る、此等はセリシンの濃度のみより考ヘセリシンの種類を考へに入れない光めに起る結果であつて、

セリシンの種類によつては同じ濃度のセリシン液が一方はピンク色を示すに拘らす一方には紫色しか

示さない事もある事實に徴して次の實駒を行ふたのである。

　（1）第一試瞼として1928年上田麻獄繭國獄日1×國慧支4の中笹繭を除き内外二騰に分つて各α1瓦

をとりそれに02％苛性曹Pt　5c・c．とO．1　％er酸鋼1cc．を加へてe“　．．　v・ット反慮を行ひこの場合溶解せる

セリシンのあらはす色とその場合溶解せしセリシンの量との關係を求めたのである。

　溶解セリシンの量を決定するには繭居0．1瓦をとりそれと同じ繭暦0．玉瓦を以て反悠を行ひ各別に反

慮を試みざる繭厨と反慮を試みたる繭暦の窒素を定量して爾者の差を以て溶解窒素の量となしこれに

」撃疎じて醐セリシ・の近簾を獅当したのであ・．・7な磁は・のセリシンは・7％礫勲含

有せしによる。

供試繭暦　の

增@　類

解鮒旨数

ｪ定の
W準液の
ﾔ　　號

繭暦0．1蹴の

qfの蚤

ビュソツト反
驍ｩ行びれる
囓?ﾌ窒素

同上液の

n解窒素量

同　上　　の

Zリシンの量

反際液のセリ
Vンの濃度
i10000分中）

1

外　　暦

　〃

　〃

　〃

　〃
内　　層

　〃

　〃

　〃

1

2

2

3

4

4

5

5

6

16．146磁

16．008

16．146

16，284

工6，28　・L

】6，836

16．836

16。560

16．284

10「．18FtE

15．45

14．90

⊥5，18．

15．59

15．73

16．00

15．45

15．87

0．966既

0．552

1．246

1．104

1．104

1，106

0。836

1．110

0．414

4．75鵡

2．70

5．97

5∴g

o「．29

5．29

4．00

5．29

1，98

9．46

5．41・

工1．94

10．5S

10．58

10．5S

8．01

10．58

3．96
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　12）第こ二試験に於ては坐白繭にっいてビュレット反慮を行ひその同色なるものを集めてこれを濾過し

その中より一定量を探取し其中の窒素を定量してセリシンの量を求め璽に同上ビ瓢レット反慮液のセリ

シンの濃度を求めたるに次の如き結果を得たのである。

　但し次表中標準液番號とは192磁1三上田聯鷲白繭國獄日1×國獄支射11太陽燈にて照射したる場合に，

紫螢光色のものをとりこれよりつくれる解傍指数測定の標準液である。’

　解葡指数については（9）の斯を参照の事’

供　　試　　繭　　暦1種　　類

ユ929年産正白（雄繭）
　”　　番　昭　和（76度7δ％上篠）

標準波　　　ビュレッ　ト液

　の100c．c．中の
番　　號　　蟹　　素　　鑑

2．0　　　　　　　　　　　15．536

2．5　　　　　　　　　　　ユ9．665　　　　　　i

”　”　”（65度65％」ヒ．籏　　　　い）　　19・・5　｛　コ9・596

”　〃　〃　　　〃　　　　　　　1　3．o　i　　12．144

ビュレット液の
セリシンの濃度
10000分巾

9」．3

11．56

11．5填

7．14

・9騨膏醐一伽一ラ・・・一・・　i〃　i’21．16・　　・2．44
　〃年　上田春ew繭國ma　日1×國nv支4　　　1　｛影　　1　　　12．42・　　　1　　　7．30

　”年　春慮繭　山梨青熟　　　　　　　　　　　　3．O　　I　　　12．075　　　　　　　7．10

1928年　上田春獄繭國獄　「11×國慧支4　　　　　　〃　　　　　　20，838　　　｛　　　12’sL）5

　　年　i新國

　”年　春獄繭　欧洲｛一一化コーランノN“　P一ノレ

1927年　秋慧繭（愛慶縣大洲町）

1929年　攣校産　日1x支4

　”年　i新魔ト

　”年　春　攣険産國獄日1×國麗支4

　”年　春駕繭　正　白（雄繭）

　”年　　春翼繭　　H召　　　ヲF口　（65度65％上籏）

　”　　　　　　　”　（75度75％上籐）

1929年　轡慧繭　昭和　（85度85％上笈）

　”年　審獄繭　山梨青熟

　”年　新國一

　”年　秋羅繭（大洲町）

　”有i　　春　　H召　　司…口　（85度85％」三籏）

1928年　上田容慧繭　圃置日1×國猛支tl，

1927年　春獄繭（大洲町産）

”年　正　白（雄繭）　　　　　　　　　　　　　　〃

〃年　春翻繭　昭和（75度75％上籏）　　　　i　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃t　　　－・　　　　　　　　　　　　　　　i　　〃

〃

4，0

〃

〃

4．5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5

〃

6

〃

ユ0．357

13．455

18．975

14．900

YA．682

14、G20

14．490

7．930r

6．905

9．315

9．315

ユ4、628

7．590

8。970

1488

4．ltls

6．624

5，520

6，09

7、9i．

11．工6

8．76

7．46

7．30

8。52

4．66

4，06

5．47

5．47

8。60

4．48

0「．27

0，87

2。46

3．89

3，24

（3）第三試瞼に於ては生繭の黄繭につbて同様の實瞼を反覆した、即ち反慮液の盤素の量を求めセ

リシンの量を雪顎出しこれが濃度を求めたるものでその結果は次の如し。

供　　試　　繭　　厨　　種　　類

　　敏　　　9　　　號　　　　　6

　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　，

　欧洲鴫化サンチエリヤ
1927年　國鷲欧7・×國慧支4

標準液　の・

ﾔ　　號

ビュレット液100c、G中　の

qfの　蚤

同上セリシ
Z（10000分11

工，5

2．0

2。5

2．5

23．00薦

17．24

10．35

工7，94

13．52

10．16

6．09

10．55
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セ　　　ク　　ザ　　　・一　　　ト

櫨科スペツ　シヤ　ル
國　　慧　　軟　　9　號
圃　　獄　　皮　　7　號

埴科スベッシャル
欧洲一・化サンチュリヤ
u　　　ク　　ザ　　　ー　　　ト

國魏欧9號國　　襯　　皮　　7　號

國翻支4×國獄欧7
國　魏　支7　×　國　鷲　欧7

國　　獄　　欧　　9　號
國　　　i腰　　支　　7　號
隊1　醗　支4　×　隙1　憲　匿欠7

國　獄　支7　×　圃　魏　1欽7

圓懲軟7×國獄支4

3．0

3。0

3．0

3．0

3．5

4．0

4．0

4．0

4．0

4．，5

4．5

5．0

5．0

5．0

5．0

5．0

14．90

14．go

17．94

ユ3．80

12．56

8．97

11．04

12．42

S。63

10．35

9．97

8．28

6。90

6．21

5。86

5．17

8．52

S。52

10．55

8ユ1

7．39

5，29

6．46

7．30

5。07

6．08

5．2s

4，87

4。05

3．65

3．45

3，04

　此等三試瞼を見てその結果を蓮ぶれば次の如きものがある。

　第…試瞼成績表を見るとe“．．レット反憲の色とその溶解セリシンの景的關係は全くなV・ものの如く見

えるが、これは繭の窒素を定量してその差を求めたるによつて起る誤差の影響の大なるものである事

を見るのである。

　第二試験に於ては同一晶種によつて示される標準液番號の差は溶解セリシンの多少を示してゐてそ

の景多きもの程番號は少なく即ち赤い色叉はピンク色を蓑はしこれに反してその溶解セリシン量の少

ないもの程青い色を表はすものであるが品種を異にするものにあつてはその赤色をあらはす溶解セリ

シンの最は他のものより多い場合叉は少ない場合がある。

　帥ち同一晶種同一産地なる場合に於てはそのセリシンの種類に多少の叢あるも溶解上には大した差

を示さす、他昂種他産地の場合のセリシンは他のものに比して溶解度とその反慮とに特別の差を示

す、帥ち標準液（3．0）に相當するものの中或物は溶解セリシンの濃度7・1／IOOOOのもの叉12・44／10000

のものあ1）、標準液（4・5）に相當するものの中には4・06／ユ0000のもの8，6／10000のもの等があつて此

等の關係から現色反慮をみるときは唯輩にその濃度によつて示さるるのでなくてセリシンの種類によ

つて示される色の方がより以上に影響さるる所の大きいものである。

　第三試瞼については第一第二試瞼と同じ傾向を示してゐる、勘ち白蘭の場合も黄繭の場合も同じ傾

向をもつてゐると云へる。

　同一品種についてなせる欧9號のビ。．レッ1・反慮液の標準液に相當するもので（1．5）（3．O）（4．0）

（5・o）のものの溶解セリシンの最は夫々

　　　　13．52／loooo；10・55／10000；7・30／10000；487／10000：

となり指数の低下は溶解セリシンの少ない事を示してゐる、その他のものについても同様である。

　D：操取法を異にするセリシンの反臆i　　・

　（a）可溶セリシンと難溶セリシン

繭暦4瓦（1927年蒜白繭愛媛　漂大洲ll薩解鮒旨数105のもの）を200C・e・のフラスコに入れて煮沸する

事30分にして濾過して得たるセリシン溶液の濃度をネフ＝ロメークーにて測定するに1525／10000の

濃度を得た、この匝をNQ・1としNo・1の残iりの繭暦を200c・cのi遊流冷却装置のフラスコ巾で煮沸する
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事2時問にして22・5／10000のセリシン溶液を得た、この慨をNo・2とする。

　これ等21亘の原液をi欠表に承す濃度となしてその現色反慮を比較したるに次の如し。試藥通例の如

く苛性曹逮0・2％、硫酸銅0・1％の液を使用せり。

セリシン液溶の儂度

20．0／工0000

ユ5．0／10000

10．O／lOOOO

7．5／10000

5．0／10000

2．5／10000

1．0／工0000

0．75／10000

0．5／10000

標準液
番　　號

3

3

5

5

6

7

7

色

赤　　紫　　色
青　　紫　　色
紫　　　　、　色

淡　　紫　　色
青　　　　　　色

無　　　　　　色

無　　　　　　色

1 No．2

標準液番　　號

色

3 赤　　　紫　　色
3 赤　　　紫　　色
4 紫　　　　　　色
5 青　　紫　　色
5 青　　　紫　　色
6 淡　青　紫　色
7 無　　　　　　　色
7 無　　　　　　　色
9 無　　　　　　色

次に同様の試瞼を】927年秋翻繭（愛媛縣大洲町産解斜指数】24）について行ふた結果は次の通りであ

る。

I　　N…　　　1　　N…
セリシン液溶の濃度

20．0／10000

15．0／10000

10．0／10000

7．5／10000

5．0／10000

2．5／10000

1．O／10000

0，75／10000

0．5／10000

標準液
番　　號

3

3

5

5

6

7

7

色

赤　　紫　　色
赤　　紫　　色
紫　　　　　　色

青　　紫　　色
青　　　　　　色

無　　　　　　色

無　　　　　　色

標準液
番　　號

3

3

4

5

5

6

7

7

7

色

赤　　　紫　　色
赤　　　紫　　　色

紫　　　　　　色

青　　　紫　　色

瀞　’　紫　　色

淡　青　紫　色
無　　　　　　色

無　　　　　　色

無　　　　　　色

　此等二表を見るときは次の結果が得られる。

　No．1の方がNo2に比べて濃度低くして赤紫色紫色をあらはす師ち

　N‘），1の方では10・0／10000の濃度にて赤紫色を5・a／10000の濃度にて紫色をあらはすに反して

　No．2の方ではユ5．o／ユooooの濃度にて赤紫色を1t，・0／10000の濃度にて紫色をあらはしてゐる。

　巨Pち可溶セリシンの方はその量少なくともその是色反慮は速かで明瞭である。これに反して難溶セ

リシンはその量比較的多くなければその色は赤紫色とはならすその反慮も租エ邊い感じがある。

　此の如く煮沸時間の長短1こよつて分けられたセリシンのビ乱レリト反慮はこれ等別個のセリシンの性

質とも見られる、この慕はセリシンの種類の漸にて既蓮し究故に此瞳にはこれを略する。

（b）水；アルカリ；酸によるセリシンの溶出とその反慮“

繭暦を水を漏海せるビーカー中に入れζれを加屡釜中に入れ一氣墜の許にて虞理すること30分にし
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て溶解したるセリシンと十分の一・一一・規定液中に60分繭暦を浸したる場合に溶幽せるセリシン及び5％酪

酸の中に繭贋を入れ1氣墜の下で：｝o分加堅釜中にて煮沸しその際溶出せるセリシンの三種につきてそ

の濃慶の差によるビ晶レット反慮を調べたる結果は次の如し。　　　　　　　　・

水によ　る　もの 降苛糟灘・よう・の1 5％酷酸によるもの

繭 供　　試　　最
毒　　5．0 10．0 5．0

層 同上無水最 4．5325 9，065 4．5325

瀞 液　　螢（c・c・） 500 　　　　辱T00
幽500

浸 漬 蒔　間　（分） 60 30 30

加 堅 釜の　腿力 ’1氣爆
一 1氣腿

溶解金窒棄最（瓦） 0．16％2 0．1窃215 0．16905

セサシン量
窒素量よリ求めナこる渥解 0．95600 0．95250 0．99425

減 耗　　　　燈 1．00350 1，0し050

セ り シ　ン溶液の
濃 度　（1萬分中） 19．02 ］9．05 19．88

同上液よ， 15／10000 ピ　ン　ク　色 赤　　　　　色 赤　　　　　色
り右の濃
xの液な

　　　Ir／10000 赤　　紫　　色 ピ　ン　ク　色 赤　　紫　　色

作る 3／10000 青　　紫　　色 膏　　紫　　色 青　　紫　　色

ビユソット反慮な行ふ この麗では5e．c．なとり 先づ中和して後苛性曹
に苛性曹蓮な加えてそ これに蔵ちに0。1％硫 蓬な加へてα4％苛性

反慮な行ふ決での腱理法
の液がα4％の苛性響
負t六らしめ後0．1％

酸銅な1c．e．加、てその

ｽ鷹祉見る
曹蓮のセリシン溶液た
轤ｵめこれなε1鳴と

硫酸胴な加ふ りこれにα1％硫酸銅
Lee．な加へてその反臓
を見る

此の表を見るときはその虚理法の異なるに蓮れて多少その反慮を異にする、三囁共同じ濃度にして

その呈色反憲を異にすることは明らかにセリシンの塑化と見徹さるべきでありセリシンの探取法如何

はセリシンの攣1ヒに重大なる關係ある事が知られる。

　E：セリシンの試藥による攣化

　繭暦を溜糟、氷贈酸、酒精と氷酪酸の混液の三種に浸潰してそのビn．レット反照を行ひ此の如く庭

理せざるものに比較してセリシンの試藥による攣化をif　tレット反癒によつて調査せり、共結果は次の

如し。

　（a）95％酒精に二よる墾イヒ

　ユ928年國慧日1號×國獄支4號の繭暦各0・工瓦を一甑としこれを95％酒精に浸漬することδ分、10

分、20分、30分、60分、120分の6甑について實験を行ひこれを乾燥して酒精を除きたる腱理繭暦につ

いて反鷹を行ひ虚理せざる標準厩と比較したる結果次の如し。

標　準　晦　1　し95％・ル・一ル塵理］・・E
内外暦の別1解好指激⊥＿些理時fia　1内蠣刎解例旨数

内

外

120

60’
5分

内

外

100

100
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内外 80

U0
10分

内外
，　100

@　60
20分

内外 80

P00
3⑪分

内外 ↓go

P00 60分

内外 120　　　　　1

U0
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内

外

　　内

　外
、ti　内

　外
内

外

内

外

100

80

100

100

120

100

・120

100

120

100

　批の反慮を行ふに内外二暦に分ち各別にその反慮を試みたるものである。

　解野指数にっいては（9）を滲照の事

　上表より考ふるときは

　内外暦共に95％アルat　一一ルにつけるときはその解傍指数を増加する傾尚がある。

　アルコールによる墾化は主として外居に於て行はれるもので内暦に於けるセリシンの鍵化は少な

い。外暦に於ても解傍指撒100のものはその攣化少なく60位のものは鍵化が大きい、帥ち解好指数の

大小がセリシンの攣化の多少を衷はすとも云へる、解鰯旨数の大きいもの即ち解好不良のものは95％

アルコ　一一ルによる攣化が少ない。

　アルコールの影響の中その時間的關係について覗る時は5分浸漬のものも2時闇浸漬せるものもそ

の影響は同じである所から見ればアルコールのセリシンへの影響は非常に激烈なるものと考へる票が

出來る。

　（b）氷醗酸による攣化

　供試繭暦としては1923年春白繭脊熟の殊に乾燥上籏を行ひたるものの中雌のみを用ひこれを各内中

外暦の三暦に分ち一粒中孚分を虞理しない標準匠とし他方を虚理せる匝として二っに分ち或一建時開

氷酪酸に浸漬して後能く水洗して70℃にて乾燥して供試してその解釘指数を求めたるに次の結果を得

たり。

標　準　匿　［　　氷酷酸塵理瞬
内巾外刷解岱指数1浸漬時間柄中外劇解e予指数

内

中

外

内

申

外

内

中

外

100

60

60

100

60

60

100

60

60

30分

60分　・

90分

内

中

外

内

中

外

内

中

外

．　　　　120

　　　　ユ20

　　　　100

120

120

80

120

120

80
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内

中

外

100

100

60

ISOj”・

内

申

外

120

120

80

次に同じ方法にて1926年春白繭國獄日1號×國翻支4號にいて行ひたる成績は次の如し。

標　準嘔　 i　　氷西昔酸威理ma
輔の醐解e・・指数1渡漬時間1繭ne・醐解熔・指数

内

中

外

内

中

外

内

中

外

内

中

外

80

80

60

80

60

60

60

60

60

60

60

60

30分

60分’

90分

180分

内

中

外

内

中

外

内

中

外

内

中

外

100

80

60

100

100

80

80

，100

100

80

60

60

　以上の二表より氷酷酸の影響を考へるときは

　氷酷酸につけるとセリシンが攣化してその指数の撒を大きくする。

　指数の大きくなる程慶は内外暦共に大艦同じ様である。

　（c）氷酷酸と酒精の混液による攣化

　供試繭歴として1924年春白繭青熟の乾燥．ヒ籏を行ひたるものの申雌のみをとりこれを各内、中、外

の三暦に分ち一粒中牛分を塵理せす標準旺とし他の牛分を氷酷酸と95％アルコ1ルの混液（2；1）の割

に混ぜる液の巾に各30分60分90分180分放置し後水洗して搦氏70度にて乾燥してtt“　・・レツト反慮を行

ひたるにその解紆指数の上に大なる差のある事を見たのであ樹その成績次表の如し。

標　準　wa　l　氷酉謙と・…一・轍の盧郡
繭暦の副解碧予詣数lben理蒔間陣暦・訓解好指数

内

中

タト

内

中

外

内

中

外

120

100

60

60

60

60

60

60

60

30分

・60分

90分

内

中

外

内

中

外

内

巾

外

120

120

60

120

120

60

120

120

60
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内　　　　　　　　80

外　　　　　　　　　60

内

巾

外

120

120

60

　以上の結果より見れば

何れの歴もセリシンの現はす角囎予指数が大きくなつてきてその攣化のあつた纂を示してゐる。

60分匝に於いて殊に解舟指数の増加するのが見られる。

指数の小さい数が次第に試藥めために大きくなるのは解傍良好なセリシンが攣化する寓の大きい事

を示す事になる。

此の試駿臨では内暦の攣化が外暦の攣化よ1）大きい蜜を現はしてゐる。

　　　　8．繭の解無　　　　　　　　　　　　　’
　繭の解好とは繭綜の離解する難易の秋態を雷ふものである、繭懸の解離に關係する要素はセリシン

であつて解劔問題は結局セリシンの閻題である。

　セリシンをその形歌から分つと凌はコロイド状と固艦朕の二つになる、前者は絹綜腺の中鄭縣腺に

分泌液として存在し後者はコロイドセリシンが獄の吐綜孔より排禺されたときゾル朕セリシンが凝澗

してゲル状となり出來るものである、解葡問題に關係するのは固艦セリシンの性質である。

　上籏の際の盗灘度がデリケー一・・1・な問題であると言ふのはゾルからゲル化するセリシンの物理的攣化

の歌態に温漁度が影響あるからである。

　かくゲル化せるセリシンが第二の攣化を受ける時がくる、EPち乾燥．貯藏、煮繭、繰縣等によつて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“セリシンの内部に化撃的i攣化が起るのである。

　解好を測定するに繰綜方法によるものは此等各階程の攣化を調査研究する事はむつかしく且化離的

試藥によるセリシンの攣化状態を知る事も出來ぬ、從來の解傍研究が遅たとして進まないのは實にこ

のセリシンのi墜質歌態を研究する方法がなかつたからである、此膿に於て著者等はこの解幣指数によ

る解侮測定法を考案したのである。

　今解好測定法について述ぶれば次の如し6

　（1）器械的方法としては實際に繰綜試瞼を行ぴて一定量の生継を繰綜するに要する時闇を以てする

もの、一雄時間に繰綜せらるる生綿量の多少を以て解餅を示すもの、繭各一粒の切断回数を以てする

もの、繭暦蚤に封する實綜量を以てするもの等があるが此れ等は繭の解好に技術なる特別の要素が加

つてゐる。

　（2）物理的方法とし1τ器械を用ひて繭怒のテンシ。ンの鍵化をカーブで示しこのカープによつて解

好を論するもの。叉セリシン溶液のヴィスコシテイで解僻の良否を決定するもの等がある。

　爾紫外線を用ひて繭の稜する螢光色の差異で解儲の良否を判定するものについては著者等の報告し

た所である。

　（3）化學的方法としては溶解窒素量を測楚して解鋒曲線を描き此れにてその解欝の良否を制定する

もの及びビ＝tzッド反鷹によつて解好指数を求むるものの二つがある。

　要するにその測定法はセリシンの性質について調i盗するものである。

　而して本諭に就ては此最後のビ“レット反感による解野の測定に就きて論違せんとするのである。

　ビ。．レ・ット反慮の呈色の差異が解舎予に關係あるとの理由は
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　（1）一セリシンの現μけるビzaレット反慮の色調は溶解度に關係を有するものにしてその溶解度の大

なるもの程石竹色を示しその少ないもの程青色を現はす。

　（2）一解好曲線とこの反慮は（十）の相關開1系がある。

　㈹一セリシンの種類によつてlt“　＝．レヅト反鷹の色を異にする。

　（4）一試藥によつて不溶性となりたるセリシンは攣化せられざるものに比してビaレ、．卜反慮は脊昧

を粥びセリシンの攣化と溶解度の小となる事を示す。

　例一セリシンの探取方法によつて其の與へるビュレット反慮を異にする、殊に熱の影響は駆に署し

いものがある。

　以上の如き現由からビ鳥レット反慈は繭の解督測定には適したものと雷へる。

　今假りに繭についてこの反鷹を行ひ繭そのものの解好を決定してもその繭を煮繭し繰縣するときは

その巧拙によつて前の測定と一一・eq．しない事がある、これは前背が繭そのものの本質について数値を以

てあらはされ、その便はIEしいと考へられるに反し後者の實際方法はその實畷旛によつて数値を愛ぜ

られる憂ひがあり正しいとは言へない。

　この故にこの測定法は繭の正しい格付には適當してゐると言へる。

　現在行はれつSある製継による解傍測定法は何れかと言へば繭そのものの解傍債値を測定せすその

製縣家に有利なる製縣法に基いてなせる結果なるため養獄家には不利な場合が多いのである。其故に

繰縣によるより一暦合理的な解欝測定法としては解好指数の測定による法であると調はねばならぬ。

　此の方法は簡便且容易なるため養慧家の繭質改良に資すると共に正確且合理的な繭買入れに際して

は製縣家の必需品である。　　　　　　　　　　　　、

9．　解静指激ピその測定法

　既に蓮べし如く解傍測定用としてビnレット反慮を慮用する事は最も適した方法と需はねばならな

い、此腱に於て著者等は次の方法を用ぴてその測定法を決楚したのである。

　　　　試藥　 0．2％苛性ソーダ

　　　　　　　　0・1％硫酸銅液

　　　　器具比色用標準液5組（3δ本のアンプーV一よりなる）

　　　　　　　　6ド白試験管

　　　　　　　　天　秤

試藥及器具としては大艘以上の檬である、尚ほ此外に蘭切漸に要する鋏小刀等を要す。

著霞

　色
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　比th　k］標準液は研究用としては5組を使用すれども普通實用的1τはn，組を使朋する、巨防白繭用と

して一一i組、笹繭用1組、特種なる費繭用として一組を使用する、伺ほ各紐は其色調によりて之れを七

種に分つ、而して1より7までの記號を以て表示する、解何良好なるものを以て1とし不良なるもの

を7とし解好の程度を7に分つたのである。

　脚ち1組の標準液は7本の色調を異にぜる標準液を有し各々1況3・4・5・6・7・の番號がつけられてゐ

る、この数字カミ探顯するときの鮎数となる。

　測定方法は次の順序で行はれる。　　、

　（1）牛白試駒管40本が1荷口の試験に必要であるからこれ等各々に苛性ソーダ5αα宛を注下する。

　（2）i次に原料繭から20粒をとり切断して踊及晩皮を除き共繭暦を小刀にて内外二暦に分ち是れを別

々に各々o・1瓦を取る。

　（3）此O・1瓦の内外暦都合40を既に試藥を入れたる試瞼管中に入れ15分關そのまま浸漬する、この

とき液温は撮氏18慶～20度の下に於て行はねばならぬ。

　C4）［5分間後繭暦を引き上げて各に硫酸銅液1c，C．を加へ30分間静置し液る後其現色反慮を槻察する

　15）此の現色液を比色極準液に比較してその値を定める、との時用ひられる比色用試瞼管立は次の

如きものを用ひると便利である。

1 翁　　　　　δ 4　　　　　5

）／ ＿ノ’

　（6）此の比色によつて得たる便を記入するには内暦と外贋とを別々に比色してその標準液の示す番

號を億として次に示すやうな表に記入する。

　　　　　　　　　　　　　　　　解好指数測定表
　供試繭粒鍛．．＿＿＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．＿＿生　繭　　　　　　　　　　　　日　附．＿＿＿＿．，γ，＿．＿＿＿＿．＿

　晶　　　種＿＿．噂．．．．．．．＿．＿＿．＿＿．＿．＿乾繭　　　　　　　　　　　濁定看＿．．＿＿．．＿＿＿．＿＿，＿＿．．齢

　灘…　　地＿．＿『一一＿．．＿．．＿．．．＿＿．．．＿．液温＿＿°C

繭層1液温1・・1・4156巨8911・i合計総計解鐸繊
Oc

l　II目　　lll　l　l内　　暦

同　　目　口　IU　　l　1
口　　1口　目　11外　　暦

u　目　1　目口　　l　l騨

、
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　記入されたる値は内贋と外癒とに別々に合計し次に示す計算によつて解射揖数を求める。

　解脅予指数とはこの測楚法によつて測定したる繭登部の数値合計をユ0粒雫堆の激にて示したるものを

冒ふ。式を以て此れを示せぱ次の如し。

　　　　解㈱』撫繍…一告×1・

　例を以て此れを示せば次の如くである。

　今假りに総合計（T）が212で供試繭（N）が20粒のときの解葡指数は

　　　　212　　　　奄δ一×IO　＝＝　106

　此の解好指緻が直ちに一般製綜家の解葡を示すならば甚だ便利なものと君はねばならなb。この指

数は絶封数値であつて何人の手によつても同一の結果が得られるに反して製縣の作業はその攣化する

因子の多きためその解好の結果も乾繭法、貯繭法、煮繭法、繰綜法等によつて同一でぱない。

　夫故これ等各製綜家の有する一種の係数に實際解静を栗じたるものがその製綜家の雷ふ解葡と言ふ

事になる。

　繭の品質の上下のみを論するにはこの解葡指撒を以てすれば足りるが各製懸家の解何を論するとき

は豫めその工場の域績と鱗予指轍との表をつくりこの表から實際解射を推定すれば良い結果が得られ

る。

　著者等の實験範園で決髭し且使用した表を示せば次の通りである。

　　　　　　　　第　　一　　表　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表

解　劔
指　数

50

60

70

80

90

ユ00

110

120

130

140

150

生練100グラム
繰i孫　時間

　～70
71帽85

86・vloo

101．vllor

116｛げ130

131～145

146酎

分

1　時　　間
繰　　i孫　　燈

　～80

80－71

70－61

60帽56

55酎51

50〔げ46

45

グラム

9

解　劔
t旨　数

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

　EliWt　100グラム

・繰孫　時間

65～80

81酎95

96・vl10

111～125

126～140

141～155

156酎

分

1　1時…　間
繰　　親　　量

80｝71

70～61

60触56

55～5ヱ

50－・；46

45～41

アラ芸

　上表はユ4デニールの場合で21デ＝一ルのときは25％を加へて計算すればよい。

　第一表は春白繭に用ひ第二表は黄繭と秋繭とに用ひたるものであつて表中記入のない部分は未だ遭

遇しないためにブランクとしたのである。

　以上の表をもつて實用上の解好を論するときこの表と一致しない場合がある。その場合の原因を考

へてみると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　1・繰綜試瞼岩の佃人偏差

　2・　煮繭繰綜操作の差異

　3・鯉需指撒測定用に供したる繭のサンプリングを誤まれる事

　4・解斜指数と解釘表との不適當なる事

　5・　解葡指数の算術平均による鋏黙
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　（51の解欝指鰍を計算するとき鱗〔術平均のみによつて行ふときは次の如き歌鐵がある。

　解舘のよい繭でも（指激の小さいもの）指激の大きいものが入つてゐる場合がある、かやうな場合は

第均指数は左程増加しないに反し繰孫上では随分火きい差を來たすものである。

　此の事實を解傍指敷にて説明するときは内暦外暦のもつ（標準液にょつて決定された）値が一つの値

に集るときは解斜指数と鯉斜とぱ一致してくるがその集中度の少ないものにあつては解傍指数と解葡

とが一致しない場合がある、藪た於て各繭のもつ値の開きと云ふ事について考へねばならぬ、この開

きを示すに足る計算法は幾何平均であらねばならぬ。

　解需指数の幾何卒均の實用便値は算術雫均より劣るが實際の解傍には近似してゐると嚢へる。

　　　　10．解籠指婁嬬其成績

　解箭指籔と養獄法、乾燥法．煮繭法、製懸法等についてなしたる實験は次の如きものがある、順次

に識す事とする。

　A：一＿ヒ籏時…に於ける乾漁と解無指数

　上綾時期に於て各種の温灘、温乾、冷漁、冷乾等の室を作りこの中にて上籏し疫る繭についてなせ

る解離指数の成績は次の如し。供試繭は1927年春白繭國獄支4號×國獄日ユ號で上田獄縣專門銀校養

慧科飼育のものである。

試　　　　　験　　　　　瞳　　　唇　　　　　解　葡　脂　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　日　灘　潤　　　　 5　0　乾　燥　匝

2　日　灘　　潤　　　　　4　日　乾　燥　　i置

一3　日　漏　潤　　　　3　日　乾　燥　曄

6　日　灘　潤　匝

66

13盗・

130

1呂3

次に1929年麻白繭昭和を上籏せLめる際恒温恒漁室にて任意に温魔漁度を異にして結繭せしめたる

ものについてその解欝指数を測定したるに次の如し。

解　　書予　帽　　数

解静指藪性　　　別　　　・

内　暦i外　暦

掘氏65度65％上籏
雄　　　　繭

刀@　　　繭

　　　「W8

W9

G9

V5

78

唐Q

75度75％．ヒ籏
雄　　　繭

刀@　　繭

96

W4

7・止

U6

S5

V5

85度85％上籏

　　　　　9
Y　　　’繭

刀@　　繭

162

P62
　　　112

P　　110。

137

P36

　次表は普通養獄家にて上籏せし國獄支喚×國獄日1について晋通の天候に於て結繭しfcものと雨中

結繭せしものについてその解傍指数を調査したるものである。

試　　　　’　瞼　　　　　匿

普通上籏のもの
爾中につも灘潤」二籏のもの

・解　　a・i・　指　　数

的　暦1外　暦
103

132

79

工00

解傍書旨撒

91

11fi

此等：三表の示ず如く上籏期に於ける乾漁が解鮒旨数に及ぼす影響ぱ非常に明瞭に表はされて．ゐる。
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　帥ち適温適漁に於いて上籏した繭はその指数小さく過温渦漁にて上籏し疫繭はその指数は大となる

　第一表について言へば第一行の一・一一日漁潤と鱗二行二1ヨ漁潤との差がかく明らかに示されてゐるのは

面白い嘉柄である、鷲は約48時間で其の結繭を絡るが故1こ1日に於てはその外暦そつくり2日にして

内厨をかけ絡るのであるが2日漁潤がその解欝を悪くする事は容易に考へられる専柄である。

　第二二表に於て65度65％75度75％上籏に於てはその指数には大なる差をみとめ難い、この繭にっいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽太陽燈下に於ける螢光色を比較するに黄螢光色繭の割合も略々同量を表はし肉眼上に於ても大したる

差異はないもののやうである、此れに反して85度85％にあつてはその指数の堰加の著しいのを認める。

　第三表にては普通の天候で上籏したものと雨中に上籏したものとを比較する時は後齎の指数が著し

く大きいのを見るであらう、これ明らかに解野不良を指すものである。

　斯くの如くして一・般に解傍指数によつて上籏期申の天候如何を知る事が出來る、乾燥上籏のものは

その指数小さく灘閏上籏のものはその数値が大きい。

　B；一生繭及乾燥繭のi差異

　生繭の解野と乾繭の解野とは自ら異るものであつてセリシンの熱による物理的攣化のためとのみ考

へられる、此庭に於て此等の鰐籠指数を求めたるに次の如きものがある。

種　　別

白

春

繭

黄

春

繭

産　　地

上　　田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1927

1929　．

〃

〃

〃

〃

1927

〃

〃

1929

〃

〃

〃

〃

品　　　種　　　名

支　4　x　日　1
日　1　×　支　4
1E　　　　　　　白
欧洲｛一化コランノミーノレ

日本一化由梨’iPtfii3

新　　　國　　　一

支　7　×　欧　7
欧　7　x　支　7
獣　7　x　支　iS
　　　　　　支　7

　　　　　　欧　9
セ　　ク　ザ　　ー　　ト

欺洲一化サンチエリヤ

埴科スペツシヤ〃

乾　　繭

歩　　倉

37

39

42

37

39

：き3

37

37

35

38

37

37

36

37

解　　傍　　指　　数

生　繭1乾繭疇講あ亀

91

8e

68

96

82

76

103

11座

115

70

68

83

95

80

97

10S

118

123

113

91

102

104

110

89

1e7

95

96

109

十6

十28

十50

十27

十31

十15

一1

－10

－＿
T

十19

十39

十12

＿5

十29

．上衷の示す如く白春難繭は乾燥するときは生繭より解脅が悪くなる、黄漁慰繭にあつては大艘に於

て乾繭の時はその解斜指数を増して解静の悪くなる事を示すも叉乾繭にして却つて解鍔をよくするも

のもあると言へる。

　C；一内外爾層の解葡指数の差異

　内暦と外居とは煮繭及び繰綜に於てその性質の甚だ異つてゐるのが知られる。

　此盧に於て生繭と乾繭の内外爾暦の差につ匝て竃瞼し次いで塵地別による爾暦の差と白繭黄繭の爾

騰の差について實験を行ひ更に春繭と夏秋獄繭の内外爾暦の難について實瞼を行ふた。

　次表の乾繭指数は生繭指数を求めた原料から直ちに乾燥して一ケ月後に於てその指数を求めたもの

である。
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生繭と乾繭の内外爾暦の指撒の差　　　　　』　　　　　　　　’

種別

春

白

繭

春

黄

繭

産地

學校産

　〃

　〃

　〃

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

晶　 種　 名

日　1X支4
正　　・　　白

欧洲｛一イ七コ7一ランノミーワレ

日本一化山梨青熟

i新　　國　　一F

　　駄96
　　　　支7
セ　クザー　ト
欧洲一化サンチユリヤ

埴科スベンシヤル

生繭齢指数1乾禰解制躁
内層1外刷囎の劃内副外．副雨羅

92

76

98

90

8S’

82

74

94

102

80

6S

61

94

74

64

5壬

66

7鑑

88

SO

24

15

4

16

2↓

28

8‘

22

14

0

．117

134

136

132

109

1器
’10工

102

95

412

9i

102

110

94

S7

90

7s

87

s6

10S

26

32

26

3s

23

33

23

15

9

6

産地別の爾贋の指数の差及び白、黄繭爾暦の指数の差　　　　　　，

産　　地

長野縣上田
　’〃

　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
山梨縣盟山

　〃
　〃
　〃「

　〃
埼玉縣寄居

　〃
埼玉縣西多摩

　〃
岐阜縣竹鼻

　〃
静岡縣濱松「

　〃
　〃
　〃

種　　別

春白繭
　〃
　〃
　〃
　〃
春黄繭
　〃
　〃
秋白　繭
　〃

春白1繭
　〃
　〃
春黄繭、
　〃

巻白繭
　〃
　〃
　〃

春黄繭
　〃
’春白、「繭1

　　〃
　　〃
　　〃

品　種　名

支1x日1
日　1　號
日1×支4
新　國　一
正　　　臼

支7X欧7
欧7x支7

．欧7x支4大陽燈下にて・
紫色のもの

　”黄色のもの

解　喬予　指　数

内　劇外．贋
103

111

108

88

76

115

115

119

124

121

　119
　工20

　136
　131
　工28

　134
　142
　124
　138

、　140

　136

79

ユ03

87

64

61

90

92

100

116

111

130

100

114

113

116

111

112　’

102

93

内暦と外暦と

の指数の差

ユ蝕

88

94

80

2・I

S

21

24

15

25

23

19

8

10

16

20

22

18

12

23’

30

22

40

・・71　33
84 p　521
86

70

58

62

28

18

36

1S
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噺潟縣水原

　〃
兵庫縣和田ih

　〃
　〃
　綾部
　〃
愛媛狸系ゴく洲｛

　〃
　〃
　〃
熊　本　了ls

　〃
　〃

春　白　繭

春　黄繭
〃

〃

〃

〃

〃

券　自　繭

　〃
　〃
秋　白　爾

春　白　繭

　〃
　〃

117

112

loe）

120

124

116

116

96

126

14U

136

118

146

142

　93
、　　9S

72

7s

96

102

SS

92

106

114

112

工20

112

1盟

24

1・髪　　1

3壬

42

盆s

14

28

4

20

26

2壬

2

3生

18

麟鰍副春黄繭　　一i　　l　　J　　t
136　　　　　　　　　　　　118　　　　　　　　　　　　　18

朝　剣春白酬　一　1、・2・1…　1・8
春獄繭と夏秋慰繭の内外爾暦の解葡寸旨数の差異　　　　　　　　　　、・

解　　野　　詣　　数 内外爾暦の

w数　の　差産　　　　　　地 種　　　割 内　釧外　1暦
長野縣　　上　田
@　　　　　　〃

@　　　　　　〃

@　　　　　　〃

@　　　　　　〃

堰Il梨縣　盤111
驪ﾊ縣　　西多廉
V潟縣　　水原
､媛　縣　　大洲
F本縣　　熊本
ｩ　　　鮮

春　白　繭

@　〃
@　〃
@　〃　　．

@　〃
@　〃
@　〃
@　　〃

@　　〃

@　　〃

@　　〃

103

P08

X2

V6　　1
WS

P20

P34

P17

P26

P42

P28

　　79

@　87

@　68
@　β1

@　64
@ユ00
@111
@　913

@　106
@　1鍛｝　　100

2岳

Q正

Q壷

P5

Q4

Q0

Q3

Q壬

w20

P8

Q8

長野縣
@　〃

@　〃

@　〃

@　〃
A　　〃

@　〃

@　〃

､媛　縣

秋　白　繭

@　〃
@　〃
@　　　　　　，@　〃
@　〃
@　〃
@　〃
v　　　〃

@　〃

100

W2　’

U2

X8

z02

P02

P14

P00岬吟【囎

n36，

56

U4

S4

U4

U2

T2

W8

X2

P12

44

P8

PS

R庄

S0

T0

Q6

W24

以上の表からこれを論ずるときは

・；納蹴搬に外廊晴昧をおびた反鷹をあらはす誠場合には内居の加ミ赤紫色静らはす

ものがあるが此の髄繭にあつては繍中醐に至るにつれて鱗予カミ良好である・
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　2；一生繭及び乾魎の内外厩の解野指激の差について一定の傾向とも書ふべきものはないが、大艘に

おいて乾繭すれば生繭より解野の悪い事を示してゐる、或品種の繭は乾繭し疫ために内外雨暦の差を

減じて鰹静良好となる事を示すものもある。

　3；一白蘭及び黄繭の爾暦の手旨数の開差については一定の傾向はなく唯黄繭の方がその差の梢大きい

事を示すも此等の差は産地、飼育方法等によつて左右される範園のものである。

　4；一産地による内外爾暦の差については多くの成績を手にしない票であるからこれを明らかに記す

事は出來ないが産地には特別の数値をもつやうである。

　例へば上田地方の繭の内外爾暦の解鮒旨数の差は一一・i般に20であるやうである。

　との数は塵地品種特別の係数でこの決定は解葡問題に封して重要な事柄である。

　5；一群鷲繭は爾暦の差は小さいが夏秋置繭は一般にその差が大きい。

　6；一何れの繭を問はす内外爾暦の指数の差の小なるもの程解静は良好である。

　D；一整一なる繭と不i繋一・なる繭

　繭が全くas－・である事は通常求められぬ所であつて一地方は勿論一村叉は一組合の繭と難も全く整

一一一・L ﾆは云へない、同一晶種を同一一方法で飼育しても全く整一の繭は得られない。普通製継原料となる

繭も甚だ不整一で雑駁なものである。

　併し同一品種で同一一飼育で上籏時の浬濡渡をキヤリヤーにて常に一定に保持せる繭は全く整一なる

繭を得る事が出來る、次に此等にっいての實験域績衷を示せぱ次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表

標準液番號　1腐　　　鍛「

＿璽、　　　　癬　　1　　外　　　　　　　　　　「一一一『1回『一圃一一一　　　　　　　　　　　解好鵬数

＿…r．＿．一．
@．一．一　轡．．

P榊灘馴員　数　解創繊1
1 2 1

2 10 易 18

3 8 3 2

4 4

5 5

6 6

7 7

56 42

第　　二　　表

一．　　内　　　　　　暦　　　i　　　外　　畠　　暦

騰騰」員　剰鱗・鋤陣轍劉員劇解省・撒
　　・　l　　　i　　　　　　・

2

3

4
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q

2

3　　　　　　　　　6

5　　　　　　2　　i…　｝…一…一『
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

4

5

2

2
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6

7

8

10

・　1　・
7

128

4

100

第　　三　　表

内　　　　　麿　　　｝　　外　　　　　贋
1標報翻　且　剰解例繊［麟液翻障　敷1解鮒繊

1 ・　1
2 ・　【

3 3

4 4 該0

5 20 5

6 6

7 7

100
r一目｝｝｛

80

　第一衷　1927年四國産春白繭

　第二蓑　1928年朝鮮産春白繭

　第三表ユ928年國羅支4號，75％，75°上籏殊に雄繭について實験を行ふ

策一衷に於て内外暦の現色の範園は2～3にあるに絢らす、第二表ではその範團は3～5であり・旦一

定の傾向を示してゐない窮は明らかに色々の腫類の溶解度を異にするセリシンが混在してゐて煮繭の

際には煮繭斑を生じ易い原因となる、標準液（4）に相當する繭に適する様に煮繭するときは（6），（7）tc相

當する繭は若煮となり（6），（ηに相當する繭に適するやうに煮繭するときは（4）に相當する繭は老煮とな

る。傍て斯の如く色々の種類の繭の混在は甚だ不利益となるものである第一表が（21を中心にして分散

するに反し第二表が（6）一一（7）を中心に分散するのは、第二表の方が第一表よりも解鋳不良の繭にして煮

繭時間の長く力践る事を物語つてゐる。

　以上の如選成綾蓑はts　kの混合せる繭についてみるときは一層顯著にその域績を示す。此れを利用

して繭の混含法の合理化を行へばよい、圏】ち解鮒旨数の相似たるものを合するときは煮繭班を生する

事が少ないと言へる。

　第三表は同一品種で然も雄獄を理想温漁度75％，76°にて上籏せしめたので内暦は15）に集り外居は

例外なく（4）に集つてゐる事はこれ等内外暦が何れも同一なるセリシンと角鵜予良好なる事を示してゐる

と．見られるo

　内外爾暦が一つの標準液に各々集る事は杢く理想的のものである、若しそれ以上に内外暦が何れも

一一・ ﾂの標準液帥ち紛叉は㈲に…致してしまふとせぱ煮繭繰綜の方法は歪く攣化して別の方法で然も簡

箪に二行はれる事・だらう。

　我等の製綜原料としての繭解斜指数は第三表の如きものを必嬰とするが、此の如きものは到底望め

ない事であるから我等は出來る丈けこれに近いものを撰んで購繭する必要がある。一雷にして云へば

標準偏差の少ないものを撰鐸して原料繭とすべきである。

　此庭に於て解静指数の標準偏差は繭の整…なるか不整一なるかを示すバロメーターとなるが故にご
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れを計鱒：しでおくときは非常に便利である。

　E；一太陽燈濾光装置下の螢光色の差異によりて分けられたる繭の遊異

今白繭を太陽燈濾光装置下で見るときは大鵬黄色、白色、紫色の三種に類別する事が出來るが此庭

には黄色繭と紫色繭のビユレツト反慮を行ひその解傍指数を求めたるに次の放績を得たのである。

品　　種　　名

太陽燈櫨光装置下の
螢光色

解倉予指数
内　　騒

外　　暦

解　舎予　指　数

’1628壬1三春白繭
　　本　校　産

黄　色繭

86

74

80

紫色繭
90

74

82

1927年土田春白繭
　　日　1　號

黄　色　繭

108

110

109

紫色繭
ユ10

9ぽ『｝｝

104

ヱ926年上田秋醗繭

黄　色　繭

121

｝王1

116

紫色　繭

124

116

120

　同品種の繭の螢光色の差異はセリシンの差異を示すものでない、唯その螢光物質の差異と雄繭雌繭

の差異も加味されるのかと考へられる、併し此庭に注意すべきは黄色螢光色繭はその螢光物質は酸性

を呈するが故にビユレツト反慮の時多少その反鷹速度をおくらせる事もあるためその指数も實際より

大きな数となつてゐる・それで黄色螢光色繭と紫色螢光色繭の解鮒旨数の差をそめ實数値より小さく

したものとも解穫出來る。

　次に同じ試験を黄繭について反復し明黄色繭と暗黄色繭の二種に分ちで實験を行ふ。

品種名　支7・脚脚・支7脚・如窟都A継K　盗
螢光倒騰1麟色隙色隊倒明鯛騰隙帥讃色隊色1・麿露

解馨予指数

内　暦

外暦

解静指　数

61

42

103

57

49

106

66

48

114

66

50

U6

58

41

99

57

46

103

53

、4生

97

58

68

126

51

45

96

53

48

10工

　以上の結果も大膿白繭の場合と同様で夢る、此の二表を通じて同じ傾向と見られるものは白繭にあ

つては黄色繭、黄繭にあつては明黄色繭が何れも解好指数が小さく、此れに反して紫色繭曙黄色繭は

指数は大である、ことに於て太陽燈上の螢光色とこの指撒との聞tcも關係のある事が覗はれる。

　F；一貯　蘇奨　時　期

　乾繭を僻藏してゐると次第に解静が悪くなってくる、これは蛋白質としてのセリシンの攣化に件凶・

て螢光物質の攣質が起るためである、螢光物質と繭の解葡は可なり關係ある事は既蓮した通りで黄色

螢光邑繭は紫色螢光色繭よりも一般に解静が良好である、これを永く貯藏するときぱ費色螢光色は次

第に溝えて紫色螢光色となり紫色螢光色はそのままか3くは青白色に攣じてゆく。宅れは貯藏による螢

光色の攣化6・あるがセリシンの攣化について次の試瞼を行ふたのである。

　材料は1929年本校（上田）塵葎繭にっいて各晶種を乾繭貯藏し解奔狩旨数の攣化を観察したるに

’　　　　　　1　解・　s予　指　数

白

iL璽名L聖璽1・醐1・箇月・tg　・・i　1・酬1・・剛
日　1　X　支　4
正　　　　　　　　白

コーフンノぐ卿一ノレ

89

82

108

工1S

123

97

ユ24

100

工20

115

113

108

125

ユ18

s4

106

107
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繭

黄

繭

新　　　國　　　一

lli　梨　　青　　熟

支　　　　　　・　7

欧　　　　　　　9
セ　　ク　ザ　　ー　　ト

サ　ン　チユ　リ　ヤ

埴科スペ少y》ル

劃・ll

62

72

go

89

106

94

90

109

99

118

84

101

103

92

108

100

101

112

104

95

120

113

86

103

96

107

11り

91

82

93

100

97

99

　以上の表よりみるときは貯藏時期5箇月から8箇月迄は解野指数の最大を示し、ユ箇年になると解

静指数が小さくなつてゐる、邸ち5簡月から8簡月迄は解好が悪く、一年維つと3ζ禰鯉舟はよくなる、

此の裏柄は實際に製綜家の言と・一一一致してゐると言へるu

　G；一煮繭と鰹箭指数

　煮繭の際セリシンは軍に溶出するのみで繭懸を包める残りのセリシンは攣化文は影響されるにあら

ぎるやとの疑念をi泡き次の實験を行ふたのである。

　繭麿・1瓦を蒸溜水200αC．申に5分，10分，30分，90分煮沸してこの際のセリシン溶液の濃度を測定し、

更に煮繭せる繭につき常法の如くビユレツト反憲を行ひその指数を測定したのである。

品　　種　　別 1927年愛媛縣大洲町
@春　　酸　　繭

1927年愛媛縣大洲町　秋　　慧　　繭

解　静指数 鰹寄指数
＼一窒『数　　、　　、

@煮　　繭＼N＼＼ 内刷外暦
解　　箭

w　　数

溶解セリシンの濃度（10000分中）

内剛外暦
解　舞

w　　数

溶解セリ’シン濃度

i10000分中

煮繭ぜざる繭 96 92 94
一

136 112 ユ24
｛

5分　煮　繭 120 107 113 ユ．5 133 107 120 1．5

10分　煮　繭 120 107 113 3．0 120 工07 115 1．5

30分　煮　繭 1箔o 120 工20 3．0 120 107 ユ15 2．5

60分　煮　繭 120 120 ユ20 3．5 120 107 115 4。0．

　此の表を見て煮繭の作業について述べるのは無謀かも知れぬが前者の5分煮繭の指数が極端に増加

してゐる厨から3分位の煮繭で止めるならば、もつと合理的の解箭指数がえられ煮繭としても最適の

廟’と思はれる。

　此れに反して後者（秋繭）にあつては5分煮繭よりも10分煮繭の方が指数が小さくなつてゐる所から

見れば・5分煮繭よりも10分煮繭の方が適して居り且つその溶解セリシンも同量な所より抑して7分

煮繭が適當かと思はれる。かくして煮繭の適否を化墾反慮によつて判定する事も一一…nc法であらう。

　王r；一セリシン溶液の郷督指数，溶解窒素量、電導慶・濁度との關係

　繭居1瓦を豫め煮沸せる蒸溜水200c・c・申に入れて5分，10分，30分，60分と煮沸し、これより得たる

セリシン溶液について郷紆指数を求め、更にその一部を窒素定量用に供し、爾残りを電導度測定に供

しb濁度測定にも供したのである。濁度測定にはCar工1Zeiss製のColloidal　meterを用ひ、て測定し、

電導度はこれを測定して、5分置を100として指数を以て示す事とし、指数の大なるもの程電導度の

大なる事を示す。此の際用ひし直流電流は100ボル1・であった。
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品種別

愛春
媛獄
縣繭

愛秋
媛獄
縣繭

煮瓢時間

5分
10　～

30

60

5

10

30

60

解　静　指　数

翻　ぜろ劇捌シン液

113

U3
120

120

120

115

115

115

100

95

90

SO

10し

92

S2

80

セリシン液
の濃度
（10000分中）

2．0

2。5

3．0

4．0

1．7

2．2

3．7

4、O

溶解窒素量

　（％）

0．72

0．87

1。02

1．53

0．69

0．73

0，S3

1．27

電導度
指　　　数

100

100

103

103

100

103

108

112

濁　　　度

O，OC）

G．07

0．U

O，17

0，03

0，03

0．10

0．16

　以上の表より考へるときは

　煮繭時間の長くなるにつれてその繭の指数は増加するもセリシン溶液の指数は減少する。

　電導度はセリシン溶液の濃度高くなるにつれでその電璽も高くなり電導度のよくなる事を示してゐ

る。　　　　　　　　　　　　　　、

　溶解量の多いセリシン溶液はその濁度に於て著しぐ高くなる。　　　・

　溶解窒素量の増加するどきは電導度も濁度の激も増加するが解静指数は減少する。

　1；一結　果　総　括

　以上の各域績を絡括すれば　　　　　　　　　　　’

　（a）漁潤上簿の繭の解鮒旨数は大きく乾燥上籏のは小さい，帥ち前麿は著しく解野の悪い事を示し

後者はその良好なるを示す。

　（b）生繭は乾繭の指数よりも小さいのが通例であるが黄繭の場合は然らす。
　　　　　　　　　　x　（c）内暦の解静指数は外居よりも大きくその差は晶種、産地、飼育、上籏方法等により一定せす。

　（d）ag－一なる繭は不整一なる繭に比してその簗中度標準偏差共によぐ、最もよく整一の繭にては標

準偏差は零である。

　（e）太陽燈を使用し螢光色によつて分けられたる繭の指数の差は往々その色素によつて縮められる

が大禮に於て黄色繭の指数は紫色繭に比して小さいのが常である。

　（f）繭の貯藏時間の長くなるにつれてその指数も塘し通常5～8ケ月にて最高に蓮し1ケ年後になれ

ば多少指数の減少を見る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　（g）煮繭せるものの解好指数は増加するものと減少するものとある。

　（h）煮繭せる繭の指数が塘加するときその溶解セリシン液の指数は常に減少する、溶解窒素蚤の増

加するときはセリシン液の濃度，電導度、濁度も叉増加する。

　即ちセリシン溶液の解葡指数の減少するときその溶解窒素澄、セリシンの濃度、電導度、濁度は反

封に増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　　11．結　　　　論

　　以上叙述し7cる虚を綜合して結論する時は次の様である。

　　（1）ビユレツト反悠（以下此の反慮と呼ぶ）の理色はアルカリの濃度の高くなるにつれて青色からピ

　　ンク色となりその反慮も速かである。

一　　②　此の反懇のoJ％硫酸鋼容液の添加量の増加する程その色はピンク色から青色となるからこの

　使用量の決建は重要性がある。
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　　（3）ゼラチン・切シン・ア・げモース・ペプトンの購騰渡は大撒於て同檬であり、此等の

濃度と反慮の色も略同一である、唯ペプトンのみは他の三者よbも濃慶低くしてピンク色となる。

　　C4）ポリペプチードは育色のビユレツト反慮をあらはし、アミノ酸は無色なるも中には青色或は青

紫色を現はすものもある。

　　（5）絹縣腺申の絹物質は雨部、中部、後部各綜腺共ピンク色をあらはしコロイドセリシン、コロイ

　ドブヰプロィンの反慮の差遣のない事を示す。

　（6）フヰプロィンはアルカリの濃度、庭理温慶時開によつて反慮を異にずる。

　　フヰプロインは此の反憲に於て湿度0℃なるときはアルカリの濃厚なるものも此れを溶解し得す反

鷹はネガチブを示す。

鯨ども灘にては藷龍・一ダにては虞珊岡・・分・して購がある、・灘にて1％雅醗を

使用するときは5分にして反慮が現出す。　　　　　‘

　指藥として0・2％苛性ソーダO・1　％Mi酸銅とを用ひたる結果は温度40°Cにて塵現時間15分であると

きは反鷹が始まる。

　フヰプロインにセリシン混在のときは直ちに知る事が禺來る。

　（ηセリシンも叉フヰブ財ンと同様の反慮があるがフヰブ・インよりも遙力・にデリi」・一トであ

る。

　揖氏o度におけるセリシンの反慮は苛性曹鷺o・5％のとき陽性である、此場合の反鷹1時關は15分以

上である。、

常温にて鍔龍離ならば・分，鍮らば・・分で購が現はれ・。

　セリシンのゾルからゲルへの攣化の時帥ち上籏時期の状態如何が影響する所最も大きく、乾燥上籏

せしもののセリシンは撮氏23度10分にて反鷹iをあらはすも、漏潤上籏せしものは搦i氏50度にで10分の

虚理時聞にして始めて反慮がある、此の如くセリシンの相違は反鷹の署しき露異をきたす。

　‘8）セリシン溶液は主としてその濃度の如何によつて其溶液のビユレツト反慮の色に膏色より赤色

i迄の攣化をあらはす。

　（9）　セリシンのビuレツト反慮の感慮度は1／10000以上である。

　（10♪セリシンのビユVツト反慮による現色は品種、塵地、飼育上籏を同じくするものならばその溶

解景の多少によるものである、而して品腫、産地、飼育上籏を異にするものならば溶解量の多少とセ

リシン性質の差異によるものである。

　（11）繭の解好を測定するに解静指数を決定する方法を考案せり、多数の實例に就きて是れが實用的

債値を實験せり。

　（12）セリシンはアルコーyル、氷醗酸及是等の混合液により’て饗質する．ものにして從て繭の外暦友内

暦は是等の試藥によりて塵理する時は其溶解慶の上に著しき攣化を來すものである。

　（13）上籏時に於ける乾漁は解蕾指数の上に大なる影響あ％ものにして普通乾燥上籏の繭は解葡指数

小さく（解爺の良妊なる事を示す）漁潤上籏の場合の繭の解静指数は大である（解辞の不良なる事を示

す）。　　　　　　　　　’

v凶繭の醐の鰯指数は外暦の指蜘砒して一般に大である、婆繕の大なる程繍は不良である。

　（ユ5）繭の貯藏期間5ケ月乃至8ケ月の繭の解鮒旨激は最も大にして1ケ年を経る時は解葡指数は梢

や小さくなる。

　a6）繭の解紆指数が大なる場合には其繭暦の溶解窒素量は小となる、是れに反して其解斜指数が小

なる場合には共繭暦の溶解窒素量、セリシンの濃度、及電謀度等は増加する。　　　　．
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V（17）繭の解葡指数は小なるもの程鰐釘良好にして大なるもの程不良である。

　（1　S）解静指数によりで繭の解箭を決定する方法は最も簡輩にして且つ正確に鰐爺の良否を測定し得

る事を確めfcり。

　本實験を行ふに欝りては亭澤勝氏の援助を得たる事甚大なり敏に記して深厚なる謝意を表はす。
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